
ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

高

自

次

序第
一
章
ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
の
歴
史

第
一
節
近
代
的
食
肉
加
工
業
の
成
立

第
二
節
副
産
物
の
利
用

第
一
ニ
節
ピ
ッ
グ
・
フ
ア
イ
ヴ

第
二
章
食
肉
加
工
業
を
巡
る
調
査
と
訴
訟

第
一
節
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社

第
二
節
法
人
企
業
局
調
査

第
三
節
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
の
解
散

第
四
節

F
T
C
調
査

第
五
節
食
料
庁
規
制
以
降

第
一
ニ
章
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
自
己
資
本
利
益
率

第
}
節
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

浦

J忠

彦

九
九



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

一0
0

第
二
節
ア
i
マ
l
社
の
-
九
一

0
年
度
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ
ー
ト

第
三
節
食
料
庁
規
制
及
び
超
過
利
得
税

第
四
節

F
T
C
調
査
報
告
書

第
四
掌
結
論

第
一
節
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
①
②
及
び
①

第
二
節
J
-
H
・
プ
リ
ス
『
経
営
管
理
に
於
け
る
財
務
及
び
営
業
諸
比
率
』

第
三
節
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率

第
四
節
目
ア
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
と
の
異
同

序

ヴ
イ
d
v
d
y
ル・

H
Y
F

A
・
D
-
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
・
ジ
ュ
ニ
ア
(
と
片
包

U
・

n
g白
色

R-
可
・
)
氏
は
、
大
著
『
経
営
者
の
時
代
』
の
第
二
一
章
「
ミ
ド
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
|
|
機
能
と
構
造
し
の
中
で
、
次
の
様
に
述
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
資
本
利
益
率
概
念
の
成
立
を
否
定

ー
ー
ー
対
象
時
期
に
関
し
て
は
後
述
ー
ー
さ
れ
て
い
る
。

「
〔
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
〕
こ
の
よ
う
な
素
価
へ
の
集
中
と
取
替
法
令
8
2白色

2
8
5音
色
の
利
用
は
、
食
肉
加
工
業
が
、
投
下
資

本
に
対
す
る
利
益
率
の
情
報
を
ほ
と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
事
を
意
味
し
た
。
彼
等
は
、
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
対
し
て

原
価
を
配
賦
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
し
、
彼
等
の
異
な
る
製
品
系
列
別
の
利
益
を
正
確
に
知
る
手
段
を
、
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
法
人
企

業
局
(
∞
ロ
H

O

E

D時

9
4
0
5円
山
吉
田
)
は
、
調
査
官
に
と
っ
て
も
会
社
自
身
に
と
ヮ
て
も
、
『
西
部
の
大
規
模
な
食
肉
加
工
会
社
が
、
そ
の
事

業
の
内
の
牛
肉
部
門
に
投
下
し
た
資
本
に
対
し
て
確
保
し
得
る
所
の
利
益
率
を
、
何
か
の
方
法
で
正
確
に
計
算
す
る
事
』
は
『
不
可
能
』

で
あ
っ
た
事
を
“
認
め
て
い
る
。
食
肉
加
工
業
に
お
い
て
は
、
管
理
者
の
業
績
の
最
善
の
証
は
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
マ
ー
ジ
ン
を
維
持
し
、



出
来
る
だ
け
速
か
に
商
品
を
流
通
さ
せ
る
能
力
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
資
本
利
益
率
を
維
持
し
増
大
さ
せ
る
能
力
で
は
な

〈

1
〉

か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
〉

チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
こ
の
指
摘
は
、
①
原
価
計
算
に
お
け
る
素
価
へ
の
集
中
(
つ
ま
り
原
価
計
算
に
お
け
る
製
造
間
接
費
、
販
売
費
、

及
び
管
理
費
の
無
視
な
い
し
軽
視
、
一
般
化
す
れ
ぽ
、
近
代
的
原
価
会
計
の
未
成
立
)
、
及
び
@
取
替
法
の
利
用
(
つ
ま
り
減
価
償
却
制
度

の
未
成
立
、
或
い
は
近
代
的
固
定
資
産
会
計
の
未
成
立
)
、
の
ニ
つ
の
命
題
を
論
拠
に
し
て
ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
資
本
利
益
率

概
念
不
成
立
の
命
題
(
①
)
を
導
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
最
後
の
命
題
③
は
、
資
本
利
益
率
に
は
、
川
全
社
的
な
業
績
評

価
基
準
、
間
部
門
業
績
評
価
基
準
、
回
利
益
計
画
作
成
基
準
、
同
投
資
決
定
基
準
の
四
つ
の
側
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
業
績
評
価
基

準
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
川
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
、
凶
部
門
業
績
評
価
基
準
の
二
側
面
が
存
在
す
る
以
上
、
@
全
社
的
な
業
績
評

価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概
念
も
、
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
そ
れ
も
存
在
を
否
定
す
る
事
を
意
味
す
る
か
、
或
い
は
、
@
暗

黙
の
内
に
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概
念
に
限
定
し
、
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
事
を
意
味
す
る
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ

ろ、
7
。
一
体
に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
に
お
い
て
は
業
績
評
価
基
準
を
川
と
川
に
区
別
す
る
観
点
が
掃
薄
で
あ
り
、
同
書
第
二
二
章
「
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

l
l機
能
と
構
造
」
で
取
り
扱
っ
て
い
る
デ
ュ
ポ
ン
社

2
・
H
-
E
E
D刊
号

Z叩
5
2
3
h
r
g・
但
し
、
一
九
O
一一了

一
五
年
に
お
け
る
事
業
会
社
は
門
戸

E
E三
含

ZSHOR回一
2
4
2凶

2
9・
)
の
実
務
に
お
け
る
、

典
型
的
に
は
一
九
一
四
年
の
ド
ナ
ル
ド

ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
(
(
円
)
U
B田
区
目

DD
切
吋
O
当

p
g∞m
l呂
町
間
)
の
公
式
(
何
日
、
吋
×
司
時
対
主
融
制
日
時
株
囲
肯
梯
×
w
d
l
r
酎
謹
除
機
)
に

お
け
る
、
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
|
|
財
務
会
計
門
全
社
的
な
統
一
会
計
〕
、
資
本
会
計
〔
固
定
資
産
会
計
と
運
転
資
本
会
計
〕
、
原

価
会
計
〔
減
価
償
却
費
を
含
む
製
造
間
接
費
計
算
を
包
摂
〕

1
i
の
「
統
合
」
を
基
準
と
し
て
、
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ

デ
ル
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
資
本
利
益
率
概
念
成
立
の
有
無
を
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
の
意
味
は
ニ

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

。



資本利益率の分母

借対照表
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貸
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教
経
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学
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第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

債
…
債

負
…
負

動
…
定

流
…
国

本資人他
流動資産

長
期
資
本

自
己
資
本

¥!liliti--¥/ljasili--J 

本資己向同

資本金

資産・・・・・・・・.......

固定資産

/
t
i
l
l
-
-
l
l
a
-
-
r

、il
l
i
t
-
-
ι
1
1
1
i
'
'
l
¥

総
資
産
(
日
総
資
本
〉

。

一
面
で
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
デ
ュ
ポ
ン
社
の
事
例
に

お
い
て
も
、
「
財
務
業
費
全
社
?
部
門
?
〕
を
評
価
す
る
た
め
の
髭
」
な
る
摸
然
と
し
た
表

重
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

剰余金

現
の
下
に
、
一
九
一
一
年
の
ラ
ッ
セ
ル
・

H
・
ダ
ン
ハ
ム
ハ

m
g曲
目
ロ
戸
口

g
g
s〉
の
報
舎
書

「
会
計
の
恥
船
」
〔
全
社
的
と
判
断
さ
払
品
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概
念
を
明
示
〕

(
6
V
 

に
言
及
す
る
外
は
、
「
評
価
と
計
画
の
た
め
の
基
本
的
な
管
理
用
具
と
し
て
の
資
本
利
益
率
」
に

関
し
て
、
具
体
的
に
は
、
一
九

O
四
年
の
製
品
別
の
資
本
利
益
率
と
、
一
九
一
四
年
の
ド
ナ
ル
ド

ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
公
式
1

1
こ
の
公
式
自
体
が
卦
昨
業
績
評
価
を
目
的
と
し
て
い
~
幻

l
lに
言
及

す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
、
部
門
業
績
評
価
基
準
に
限
定
し
て
資
本
利
益
率
を
チ
ャ
ツ
ド

ラ
i
氏
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
他
面
で
、
固
定
資
産
会
計
を
含
む
資
本
会
計

と
い
う
観
点
か
ら
、
資
本
利
益
率
の
分
母
が
、
総
資
産
(
日
総
資
本
)
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
、
つ
ま
り
、
自
己
資
本
を
分
母
と
す
る
自
己
資
本
利
益
率
、
及
び
総
資
産
マ
イ
ナ
ス
流
動
負
債

(
H
自
己
資
本
プ
ラ
ス
固
定
負
債
)
を
分
母
と
す
る
長
期
資
本
利
益
率
1

1
分
母
の
各
概
念
に
つ

い
て
は
図
ー
を
参
照
|
|
の
存
在
を
無
視
す
る
事
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

デ
ュ
ボ
ン
・
モ
デ
ル
の
問
題
点
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
二
重
の
意
味
の
デ

ユ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
に
着
目
す
る
と
、
会
計
の
コ
一
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
内
、
食
肉
加
工
業
に
お
け
る

財
務
会
計
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
上
で
、
資
本
会
計
の
未
成
立
が
先
の
命
題
②
と
し
て
、
原
価
会

計
の
未
成
立
が
命
題
①
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
資
本
利
益
率
概
念
の
杏
定



(
命
題
③
)
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
論
理
構
造
、
及
び
、
命
題
③
が
暗
黙
の
内
に
部
門
業
績
評
価
基
準
に
限
定
さ
れ
た
上
で
(
@
の
可

能
性
)
導
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
よ
う
。

次
に
、
対
象
時
期
に
関
し
て
は
、
法
人
企
業
局
の
調
査
報
骨
書

同
出
向
、
口
ミ
弐
志
向
。
む
さ
さ
包
室
町
『
応
、

9
4
q
E同比巴
g
b
a
H宮
陸
q.

」
1
3
h目
H
h
h
w見
守
、
ぃ

F
H
U
C日・

が
傍
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
判
断
し
て
、
直
接
的
に
は
一
九

0
0年
代
、
及
び
第
二
二
章
と
の
関
連

(
食
肉
加
工
業
の
事
例
が
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
)
か
ら
す
る
と
、

ハ
8
)

(
少
く
と
も
一
九
一
七
年
ま
で
)
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

一
九
一

0
年
代

従
っ
て
、
先
の
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
指
摘
は
、
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
内
、
①
原
価
計
算
に
お
け
る
素
価
へ
の
集
中
〔
近
代
的

原
価
会
計
の
未
成
立
〕
、

②
取
替
法
の
利
用
〔
資
本
会
計
の
未
成
立
〕
の
二
命
題
に
よ
っ
て
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
「
統
合
」
の

不
成
立
が
論
証
さ
れ
る
以
上
、
①
一
九

0
0年
代
及
び
一
九
一

0
年
代
に
お
い
て
、
食
肉
加
工
業
で
は
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資

本
利
益
率
概
念
は
成
立
し
な
い
、
と
い
う
論
理
構
成
と
把
握
し
直
す
事
が
出
来
よ
う
。

本
稿
で
の
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、
命
題
①
②
が
果
し
て
成
立
す
る
か
否
か
、
命
題
③
が
正
し
い
か
否
か
、
も
し
正
し
い
と
す
れ
ば
、
全

社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概
念
に
つ
い
て
も
同
様
に
不
成
立
が
証
明
さ
れ
得
る
か
否
か
、
を
実
態
に
即
し
て
検
討
す

る
事
に
あ
る
。
こ
の
課
題
を
果
す
為
に
、
第
一
章
で
近
代
的
ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
の
歴
史
を
概
観
し
、
第
二
孝
で
法
人
企
業
局
調
査
及

び
そ
の
後
の
調
査
を
惹
起
す
る
に
至
る
状
況
を
、
食
肉
加
工
業
を
巡
る
調
査
と
訴
訟
と
し
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
第
三
章
に
お
い
て
チ

ャ
ン
ド
ラ

l
氏
の
詰
命
題
の
検
討
を
行
な
い
、
新
た
な
資
料
を
提
示
し
、
第
四
章
で
全
体
の
総
括
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

1

)

民
同
吋
白
色
。
・
。

E
E
H
0
3
H
H
4
3
h
s・
る
な
同
町
白
昌
弘
一
一
豆
町
民
S
白
均
時
三
氏
周
同
虫
色
宮
崎
な
昌
弘
お
与
さ
ま
円
白
書

Nw-
宮崎弘司

8
・、

H，
Z
回
。
晋
戸
呂

町

H回
目
白
色
回
目
吋

S
H
-
a
d
p
Z申
込
ミ
可
な
5
0曲
目
耳
目
弘
同
叩
十
呂
田
白
日

-
h
w
F
O
E
S
-
H
U
1
W
H
Y
S叶
・
鳥
羽
欽
一
郎
・
小
林
袈
裟
治
訳
『
経
営
者
の

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一O
三



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
〉

一O
四

時
代
』
(
下
)
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
九
年
、
六
八
四
頁
参
照
。

(
2
〉
拙
稿
「
利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
」
付
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
三
巻
第
四
号
、
一
九
八

O
年
、
二
二
二
貝
。

〈

3
〉
k
r
-
U
・
。
E
E
-
o
♂
』
y
q
b
・
町
民
同
・
暗
唱
・
怠
日
・
鳥
羽
・
小
林
訳
、
前
掲
書
、
七
六
三
貰
。

ハ
4
〉
河
口
曲
師
自
己
出
-
U
S
E
s
-
a
g
守
口
件
。
同
〉
2
0
5
E
F
.
〉
]
V
3
2
F
円
白
話
回
・
悶
・
。
・
ロ
・
ω
毛
R
Z
窓
口
血
B
2
・

ζ
冊
目
苦
闘
Z
o
・
g
-

kr-uH
ロ
N
O吾
|
M
g
y
H
S
H
・
〔
国
・
凶
，
F
O
B
S
F
E
窃
ロ
ロ
ハ
白
血
-
Y
山
川
河
師
同
町
三
品
豆
、
、
也
、
守
一
-
町
民
、
白
河
出
向
芸
員
h
，S
昌
司
詰

H
h
R
S
ミ
刊
誌
h
a
H
N
U
紅
白
、
き
出

向

S
h
H
C
S
問
、
と
ミ
紅
白
3
・
〉
吋
ロ
O
吋
円
四
回
目

-z・J円
4
5
8
u
に
再
録
〕

(

5

)

ダ
ン
ハ
ム
の
報
告
が
同
・
開
・
0
・
U
・
(
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
部
門
)
の
管
理
者
の
会
合
で
報
告
さ
れ
て
い
る
為
、
部
門
別
業
績
評
価
基
準
と
理
解
さ
れ

る
余
地
が
あ
る
が
、
ダ
ン
ハ
ム
自
身
が
戸
開
0
・

u・
内
の
会
計
担
当
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
既
に
一
九
O
二
年
の
時
点
で
、
ピ
エ
|
ル
・
s
・

デ
ュ
ポ
ジ
(
虫
色
B
ω
-
a
ロ
H
V
S
F
H
∞
苫
i
g
E
〉
の
財
務
部
に
所
属
す
る
〔
内
部
〕
監
査
役
に
任
命
さ
れ
、
一
九
一
一
年
の
組
織
改
革
〔
R
-

M
・パ

i
ク
ス
デ

l
ル
(
同
・
巴
・
切
m
R
E
旨
F

H

∞g
i
H
2
6
が
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
就
任
〕
後
に
財
務
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
就

い
て
お
り

(Q-
匡
守
色
。
・

9
8己
R
u
p
g
h
同
ω
s
z
g
皆
目
的
ヴ
ロ
ミ
凶
N
U雪
之
句
-
E
N
U
口
三
塁
弘
同
居
同
出
向
白
史
認
口
、
H
F
両
足
町
民
間
芸

。
也
、
』
守
ミ
ミ
札
口
E
w
民
伊
門
町
民
向
W
H
N
0
4
4
M
U
三
U
E
田
町
四
H
F
Z
・

J?
開
a
q
目
E
g
p
ω
日

HMM『吋田口口町田口0・hvHLDロハHos・3寸
H
U
H
U
・
ロ
・
。
E
H
仲
間
同
門
司
・
吉
田
〕
〉
後

の
一
九
一
三
年
の
三
社
へ
の
分
割
に
際
し
司
自
5
5
H
g
社
の
社
長
と
し
て
転
出
し
て
い
る
事
か
ら
判
断
し
て
、
会
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
言

及
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
6
〉
〉
・
0
・
0
F
目
白
一
品
目
印
♂
同
門
-
w
q
v
-
q
p
-
M
V
-
h
広
明
・
鳥
羽
・
小
林
訳
、
前
掲
書
、
七
六
回
頁
。

(

7

)

拙
稿
、
前
掲
稿
、
一
三
三
頁
注
目
。
但
し
、
一
九
一
四
年
時
点
の
デ
ュ
ポ
ン
社
に
お
い
て
は
、
組
織
形
態
は
集
権
的
職
能
別
組
織
で
あ
り
〔
事

業
部
制
の
採
用
は
一
九
二
一
年
〕
「
部
門
」
の
意
味
は
事
業
部
の
意
味
で
も
、
又
、
職
能
別
部
門
の
意
味
で
も
な
く
、
デ
ュ
ポ
ン
社
の
主
力
製
品
、

つ
ま
り
黒
色
火
菜
、
無
煙
火
薬
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
い
う
製
品
別
の
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
部
門
業
績
と
は
、
会
社
会
体
の
業
績
で
は
な

く
、
そ
れ
の
構
成
部
分
の
業
績
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

(
8
)
2・
k
r
-
U
・
の
E
ロ
色
2
w
p
u
b
b
-
R
T
唱
・

ha・
鳥
羽
・
小
林
訳
、
前
掲
書
、
七
七
二
頁
。



第
一
章

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
の
歴
史

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
、

ロ
ー
カ
ル
か
つ
季
諦
的
な
家
畜
の
属
殺
・
解
体
は
、
植
民
地
時
代
に
ま
で
遡
り
う
る
が
、
こ
こ
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
な
市
場
か
ら
全
国
市
場
へ
、
季
節
的
か
つ
兼
莱
的
職
業
か
ら
通
年
の
か
っ
専
門
化
さ
れ
た
職
業
と
し
て
の
近
代
的
な
食
肉
加
工

業
(
冨

g寸】
U

田
口
窓
口
問
〉
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
一
八
七

0
年
代
以
降
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

第
一
節

近
代
的
食
肉
加
工
業
の
成
立

近
代
的
食
肉
加
工
業
の
成
立
が
一
八
七

0
年
代

1
八

0
年
代
の
冷
蔵
貨
車
合
町
皮
肉

0
3
Z司
n
R乙
に
よ
る
解
体
内
の
大
量
輸
送
、
並
び

に
全
国
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
の
構
築
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

」
こ
で
は
、
主
と
し
て

『
経
営
者
の
時
代
』

と

豆
町
肖
U
1

吋
叩
M
H

時
。
♂

。ロミ」守向叫町民ロお

Q
3
h日

~
出
向
h
H
h
N
Q円
札

S
一
吋
』
柏
町

り
き
問
問
。
、
さ
室
町
ミ

。
寄
与
色
町
、
言

H
F
間
足
S

H

匂
Q
q

史
認
」
13智
弘
可
決
同
〉
同
】

ι
2日田
H
D
O
-
-

の
3
8
4ユロ
F
口
0
8
2己
g
y
H
U
∞
ゲ
に
よ
っ
て
、
近
代
的
食
肉

加
工
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

G
-
F
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
(
の
g
S
4
5
H
4・
ω
4
1
F
H自由
i
H
8
8
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
!
プ
・
コ
ッ
ド
ハ
の

3
m
g
e
出
身
の

G
・
F
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
家
畜
の
大
集
散
地
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
に

進
出
し
た
の
は
、

一
八
七
五
年
の
事
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
三
年
前
、

一
八
七
二
年
に
ボ
ス
ト
ン
・
ミ

I
ト
社
を
経
営
す
る
J
・
A
-
ハ

サ
ウ
ェ
イ

Q
即日

gkr・
国
丘
町
田
話
回
己
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、

そ
れ
ま
で
の
精
肉
小
売
商
の
経
験
に
加
え
て
牛
取
引
業
者
と
し

て
の
評
判
を
得
る
事
と
な
っ
た
。

当
時
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
な
ど
の
一
部
の
大
都
市
に
は
、
専
門
的
な
屠
殺
・
却
売
商
が
発
達
し
始
め
て
お
り
、
牛
の
供

給
地
も
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
西
部
の
大
規
模
な
牧
畜
地
帯
へ
と
拡
大
し
て
い
た
。
鉄
道
網
の
発
達
に
伴
い
、
西
部
の
牛
は
、
生

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一O
五



立
教
経
済
学
研
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第
四

O
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(
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八
七
年
)

一O
六

き
た
ま
ま
家
審
貨
車
に
積
ま
れ
、
東
部
の
卸
売
商
へ
輸
送
さ
れ
、
現
地
で
屠
殺
・
解
体
さ
れ
た
上
で
小
売
商
の
下
へ
配
送
さ
れ
て
い
た
。

牛
の
輸
送
に
お
い
て
は
、
輸
送
途
中
の
給
水
・
飼
育
作
業
の
必
要
性
、
病
気
・
死
亡
等
の
問
題
に
加
え
て
、
生
牛
の
六

O
M近
く
は
食
用

出
事
無
い
部
分
で
あ
る
と
い
う
不
合
理
性
が
伴
っ
て
い
た
。
牛
取
引
業
者
と
し
て
シ
カ
ゴ
に
進
出
し
た
ス
ウ
ィ
ア
ト
は
、
聞
も
無
く
こ
の

不
合
理
性
に
気
づ
き
、
日
シ
カ
ゴ
で
牛
を
屠
殺
・
解
体
し
、
可
食
部
分
の
み
を
東
部
へ
大
規
模
に
輸
送
す
る
と
い
う
構
想
を
抱
く
に
至
っ
た
。

ハ
9
V

既
に
一
八
七

O
年
ま
で
に
(
琢
肉
に
関
し
て
は
)
天
然
氷
を
利
用
し
た
冷
蔵
室
の
使
用
が
さ
れ
て
お
り
、
最
初
の
、
冷
蔵
貨
車
の
特
許
は

(m〉

一
八
六
七
年
に
取
得
さ
れ
、
六
九
年
に
は

G
-
H
・
ハ
モ
ン
ド

2
8円
四
四
回
・
出
回
日
S
O
D
a
-
g
a
l
H呂
田
)
に
よ
っ
て
シ
カ
ゴ
か
ら
ポ
ス
ト

〈

孔

〉

ン
ー
へ
の
冷
蔵
貨
寧
(
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
型

)ι
よ
る
解
体
牛
肉
の
輸
送
が
小
規
模
な
が
ら
成
功
を
収
め
て
い
た
。
加
え
て
、
七

五
年
じ
は
、

T
・

c
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
(
吋
ぎ
吉
田
目
。
・
問
問
凹
H
8
8〉
に
よ
っ
て
冷
蔵
船
舶
に
よ
る
解
体
牛
肉
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
送
も
成

ハM
M
〉

功
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
八
年
冬
季
に
冷
蔵
貨
車
に
よ
る
試
験
的
輸
送
に
成
功
し
た
ス
ウ
ィ
ブ
ト
は
、
先
の
構
想
を
実
現
す
べ
く
優
れ
た
冷
蔵
技
師
A
・

J
・
チ
ェ
イ
ス
(
〉
邑
8
4『
』
・
白
目
的
。
〉
を
雇
用
し
冷
蔵
貨
車
の
改
良
に
全
力
を
挙
げ
る
と
共
に
、
同
構
想
に
消
極
的
で
あ
っ
た
ハ
サ
ウ
ェ

イ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
解
消
し
(
弟
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
百
円

Z
E
。・

ω司
ロ
ロ
等
と

ω
d
i
p
切

2
5
2臼
m
w
H
E
(
U
O
B
匂
田
口
吋
と
し
て
知

ら
れ
る
新
た
な
ι

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
結
成
)
、
そ
こ
か
ら
得
た
資
金
と
「
東
部
の
友
人
」
か
ら
の
資
金
授
助

ιよ
っ
て
、

冷
蔵
貨
車
の

建
造
、
加
工
工
場
の
拡
張
、
五
大
湖
に
お
け
る
氷
の
採
取
権
の
獲
得
、
路
線
沿
い
の
氷
保
存
所
の
確
保
等
を
行
っ
た
。
次
い
で
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
内
の
ク
リ
ン
ト
ン
(
エ
ド
ウ
ィ
ン
の
経
営
す
る
精
肉
庖
)
、
ボ
ス
ト
ン
(
ハ
サ
ウ
ヱ
イ
と
の
関
係
)
、
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ

1

(
指
導
的
な
卸
売
商
ロ
・
戸
〉
三
宮
口
吋
と
の
関
係
)
を
足
場
に
、
東
部
を
中
心
に
代
理
商
を
獲
得
し
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
に
は
管

理
者
を
雇
用
し
て
冷
蔵
設
備
を
有
す
る
支
届
を
建
-
設
し
、
営
業
所
綱
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
(
一
八
八
一
午
以
降
は
他
地
域
へ
も
)
。



ス
ウ
ィ
フ
ト
の
こ
の
試
み
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
種
々
の
障
害
に
遭
遇
し
た
。
既
に
ス
ト
ッ
ク
・
ヤ
ー
ド
、
家
畜
運
搬
貨
卒
、
タ

i
ミ

ナ
ル
施
-
設
に
大
規
模
な
投
資
を
行
い
、
有
利
な
家
畜
輸
送
業
務
(
一
人
七
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
、

エ
リ

i
鉄
道
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
三
社
と
家
畜
商
ロ
5
5
8
。
・
何
日
け
B
g
u
ω
ω
B
E
-
-
E
-
o
H
S
D
h
z
o
-
gロ
足
。
吋
丘
町
〔
以
上
が
牛
の
取
扱
〕

0
・
同
・
叶
。

ZU1
二
百
円

-zs
↓
ロ
宕
口
一
円
)
・
戸

ωぽ
耳
目
白
ロ
〔
以
上
が
豚
の
取
扱
〕
の
聞
で
形
成
さ
れ
た
リ
ベ
ー
ト
協
定
、
イ
!
ヅ
ン
ナ
1
・

シ
ス
テ
ム
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
)
を
失
う
事
を
恐
れ
た
鉄
道
は
、
未
だ
テ
ス
ト
中
の
冷
蔵
貨
車
(
チ
ェ
イ
ス
の
特
許
取
得
は
一
八
七
八

年

へ
の
投
資
に
非
協
力
的
で
あ
っ
た
Q

結
局
、
冷
蔵
貨
車
の
建
造
は
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
友
人
マ
ク
ミ
ラ
ン
一
族
が
支
配
す
る
デ
ト
ロ
イ

ト
の
ミ
シ
ガ
ン
車
輔
会
社
の
信
用
供
与
(
一
五
%
の
頭
金
支
払
、
残
額
は
冷
蔵
貨
車
の
輸
送
に
基
づ
く
利
益
か
ら
の
賦
払
)
に
よ
っ
て
為

さ
れ
た
。
そ
の
上
、
東
部
幹
線
鉄
道
協
会
(
一
人
七
七
年
に
形
成
さ
れ
た
プ

l
ル
)
に
所
属
す
る
鉄
道
は
、

一
致
し
て
冷
蔵
貨
車
の
運
搬

を
も
拒
否
し
た
。

ス
ワ
イ
フ
ト
は
、
こ
れ
に
対
し
、
家
畜
輸
送
に
従
事
せ
ず
当
時
東
部
幹
綜
鉄
道
協
会
に
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
カ
ナ
ダ

大
幹
線
鉄
道
を
利
用
す
る
事
に
よ
っ
て
冷
蔵
牛
肉
を
東
部
市
場
へ
送
り
込
む
事
に
成
功
し
た
。
障
害
は
と
れ
の
み
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
八
八
六
年
に
全
国
精
肉
商
防
衛
組
合
を
結
成
し
、
都
市
市
場
か
ら
冷
蔵
牛
肉
の
締
め
出
し
を
狙
う
卸
売
商
の
勤
き
、
及
び
屠
殺
後
一
週

間
以
上
も
掛
ヲ
て
送
ら
れ
て
来
る
冷
蔵
牛
肉
が
果
し
て
食
用
に
耐
え
う
る
か
と
い
う
一
般
消
費
者
の
不
安
と
も
関
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
(
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
で
は
、
消
費
地
か
ら
一

0
0
マ
イ
ル
以
内
で
屠
殺
さ
れ
た
精
肉
し
か
販
売
を
許
さ
な
い
と
い
う
州
法
が
議
会
を

通
過
し
た
)
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
兄
弟
は
、
積
極
的
な
広
告
に
よ
フ
で
偏
見
に
対
抗
す
る
と
共
に
、
大
量
生
産
に
よ
る
高
品
質
・
低
価
絡
を
武
器
に
支
庖
網

を
拡
大
し
市
場
を
確
保
し
た
。
属
殺
処
理
過
程
が
細
分
化
さ
れ
、
流
れ
作
業
方
式
の
「
解
体
作
業
」
ラ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
る
と
共
に
、
増

大
す
る
需
要
に
応
ず
る
為
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
畜
産
地
帯
に
沿
う
六
都
市
に
新
し
い
食
肉
加
工
工
場
が
建
設
さ
れ
た
(
カ
ン
ザ
ス
州
カ
ン
ザ

ア
メ
リ
力
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一Q
七



立
教
経
済
学
研
究
第
司

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

一O
八

ス
・
シ
テ
ィ
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
〔
一
八
八
八
年
〕
、
ミ
ズ
リ
l
州
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
〔
九
三
年
〕
、
ミ
、
ス
リ
l
州
セ
ン
ト
・
ポ
!
ル

(

M

)

 

〔
九
七
年
〕
、
ミ
ズ
リ
!
州
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

l
ゼ
フ
〔
九
八
年
〕
、
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ

l
ト
・
ワ

i
ス
〔
一
九

O
O年
〕
)
。
又
、
支
庖
網
を

有
効
に
活
用
す
る
為
に
、
牛
肉
以
外
の
商
品
(
小
羊
肉
、
羊
肉
、
掠
肉
、
や
や
遅
れ
て
鳥
肉
、
鶏
卵
、
及
び
酪
農
製
品
)
が
取
り
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
八
五
年
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
兄
弟
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
資
本
金
三

O
万
ド
ル
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
株
式
会
社

ω当
5
8
a

。。ロ
H
日
V
M
Wロ
〕
可

に
組
織
変
更
し
、
集
権
化
さ
れ
た
職
能
別
部
門
組
織
を
作
り
上
げ
た
。

更
に
一
八
九

0
年
代
に
、
同
社
は
家
畜
の
買
付
け
を
組
織
化
す
る
為
に
、
家
高
地
帯
の
中
心
地
の
ス
ト
ッ
ク
・
ヤ
ー
ド
を
買
収
し
、
そ

れ
を
中
心
に
原
料
購
買
網
の
確
立
を
図
っ
た
。
か
く
し
て
、

ゴ
八
九

0
年
代
の
末
期
ま
で
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
〔
社
〕
は
巨
大
な
垂
直
的
に
統
合
し
た
組
織
体
を
巧
み
に
確
立
し
て
い
っ
た
。
そ
の
主

要
部
門

l
i
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
製
造
、
購
買
、
及
び
会
計
の
各
部
門
1

1
は
、
シ
カ
ゴ
に
あ
る
本
社
合
S
R乱
。
自
白
日
)
に
よ
っ
て
緊

(

日

目

)

密
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。
」

第
二
節

副
産
物
の
利
用

一
九

0
0年
代
人
口
に
贈
突
し
た
表
現
「
食
肉
加
工
業
者
は
豚
の
キ

l
キ
i
声
〈

2
5問
。
以
外
の
全
て
か
ら
お
金
を
作
り
出
す
。
L

に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
副
産
物
の
利
用
が
食
肉
加
工
業
者
に
よ
っ
て
大
規
模
に
為
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
牛
の
。
ハ
ッ
カ
ー
か
ら
出
発
し
た

ス
ウ
ィ
フ
ト
と
は
対
照
的
に
、
豚
の
。
ハ
ッ
カ
ー
と
し
て
出
発
し
た

P
・
D
-
ア
l
マ
I
(
H
U
E
-
q
ロ
・
〉
吋
B
O
R
-
H
∞
∞
M
1
5
0
H
)
の
ア
!
?

(

汀

)

l
社

2
3
2円
お
の
0

・
〉
の
歴
史
を
中
心
に
、
副
産
物
の
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

一
八
六
三
年
、
穀
物
取
引
商
P
・
D
-
ア
!
マ

i
は
、
最
大
の
豚
肉
加
工
業
者
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ

l
キ
l
の
J
・
プ
ラ
ン



キ
ン
ト
ン
Q
G
E
E
S
-己
P
H
S
)
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
γ
プ
を
組
み
ハ
E
S
E
a
s
伶
〉
3
8
E
C
こ
こ
か
ら
食
肉
加
工
業
者
の
道
を
歩
み
始

め
た
。
六
五
年
に
ニ
ュ
l
・
ヨ

1
ク
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
〉
吋
B
O
C
H
-
-
旦
山
口
対
日
巳
c
p
p
D
円
山
口
。
.

を
設
立
し
(
P
・

D
-
ア

!
?
i
の
弟
H
・
0
・
ァ
!
?
i
〔同
R
B
S
。
・
〉
H
8
2
H
-
S笥
l
H
S
己
が
経
営
。
後
に
戸
。
・
〉
H
H
g
c
H
m
g
a
の
c
-
と
な
る
)
、
六
七
年

(

碍

)

に
〉
円
同
H
H
O
E
♂
回
開
口
付
山
口
門
O
口
出
口
門
同
円
。
・
の
「
子
会
社
」
シ
カ
ゴ
の
ア
l
マ
i
社
(
〉
H
8
0
己
伶
打
。
・
P
・

D
-
ア
l
マ
!
の
末
弟
J
-
F

-
ア
l
マ
l
口
D
g
Z
戸
〉
2
5
ロ
吋
W
H
E
N
-
H
∞
∞
凶
〕
が
経
営
)
が
豚
肉
加
工
を
開
始
し
、
六
九
年
に
は
牛
肉
の
属
殺
・
解
体
、
翌
七

O
年

に
は
羊
の
屠
殺
・
解
体
を
追
加
し
た
。
な
お
、
こ
れ
と
は
独
立
に
六
九
年
に
P
・

D
-
ア
i
マ
!
の
長
兄
S
-
B
・
ア
i
マ
I
(
g
g
g
a

回
-
〉
司
H
H
H
C
ロ
円
w
g
N
∞
l
H
∞
由
也
〉
が
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
で
〉
円
H
H
H
C
C
吋
同
H
n
w
M
D
関
口
。
.
を
設
立
し
て
い
る
。

七

O
年
に
は
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ

ィ
で
ア
i
マ
i
兄
弟
銀
行
(
〉
E
H
O
C同
出

B
P
R
問
、
回
g
r
C
が
設
立
さ
れ
、
次
兄
の

A
・

w-
ア
l
マ
!
(
〉
昆
3
4
『
巧
・
k
q
g
E
P
同
∞
N
U
|

同
∞
ミ
)
が
経
営
に
当
っ
た
。

ア
l
マ
l
社
で
は
七
四
年
に
最
初
の
大
規
模
冷
蔵
室
の
建
設
を
行
っ
た
。

G
-
F
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
シ
カ
ゴ
に
進
出
し
た
の
と
同
じ
年
、

一
八
七
五
年
に
、

J
-
F
・
ア
l
マ
i
の
健
康
が
悪
化
し
た
事
も
あ
っ

て
、
P
・

D
-
ア
!
?
l
は
、
ミ
ル
ウ
ォ
l
キ
I
工
場
め
製
造
主
任
で
あ
ワ
た

M
・
カ
グ
イ
(
豆
F
n
F
白
色
。
邑
田
町
u
r
H
∞
色
l
H
2
3
を
伴

い
シ
カ
ゴ
に
進
出
し
、

シ
カ
ゴ
事
務
所
を
本
社
と
し
た
。
二
年
後
J
・
プ
ラ
ン
キ
ン
ト
ン
が
シ
カ
ゴ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
引
退
し

た
(
ミ
ル
ウ
ォ
l
キ
!
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
解
消
さ
れ
た
の
は
一
八
八
四
年
)
。

シ
カ
ゴ
で
の
豚
肉
加
工
の
時
点
か
ら
副
産
物
の
利
用
が
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、

一
八
七
九
年
以
降
、
以
下
の
様
に
急
速
か
っ
大
規
模
に

副
産
物
の
利
用
が
為
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

七
九
年
に
、
品
質
の
劣
る
食
肉
に
対
し
、
輸
出
用
缶
詰
事
業
が
開
始
さ
れ
(
牛
肉
の
缶
詰
事
業
自
体
は
既
に
七
四
年
に
」
・
巧
口
由
。
ロ
に

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一O
九



立
教
経
済
学
研
究
第
四
Q
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

。

に
よ
っ
て
、
翌
年
ド
3
σ
u
J
γ
p
z
o
-
-
伶

ピ

ヴ

σ司
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
七
九
年
に
熔
接
密
閉
缶
の
J

確
実
か
っ
実
践
的
な
方

法
が
発
明
さ
れ
て
い
る
〉
、
入

O
年
に
オ

l
レ
オ
・
マ
ー
ガ
リ
ン
が
発
売
さ
れ
、
八
二
年
に
血
・
骨
・
く
ず
肉
等
の
利
用
が
開
始
さ
れ
た

(
後
に
〉
吋
5
0ロ
吋
司

2
笹
山
N
O門
司
。
品
目
の
設
立
に
至
る
)
。
と
の
人
二
年
に
は
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
に
遅
れ
る
事
四
年
で
、
冷
蔵
貨
車
に
よ

る
ボ
ス
ト
ン
へ
の
牛
肉
輸
送
を
開
始
し
、
冷
蔵
牛
肉
分
野
に
本
格
参
入
し
(
ス
ウ
ィ
ブ
ト
社
の
ボ
ス
ト
ン
の
販
売
代
理
商
国
〕
可
門
凶

0
・

巧

vgHO♂
件

。
0
・

の
同

JVog自
国
・
当
官
。

-2
を
引
き
抜
き
牛
肉
部
門
の
責
任
者
に
据
え
た
)
、
同
時
に
副
産
物
利
用
に
も
一
段
と

拍
車
が
掛
け
ら
れ
た
。

八
四
年
に
は
最
初
の
支
脂
、
ニ
ュ

i
・ヨ

l
ク
支
庖
(
肉
缶
詰
を
販
売
)
を
設
置
し
、
骨
の
利
用
の
為
に
巧
田
町

-
2
5
4司
。
岳
山

を

買
収
し
、
副
産
物
利
用
へ
の
化
学
知
識
導
入
の
為
に
化
学
者
ロ
円
・
仏
O
U
匂

g
s
z
o
を
雇
用
し
、
又
低
品
位
皮
革
の
取
扱
を
開
始
し

た
9

な
お
同
年
に

P
・
D
-
ア
l
マ
l
は
、

』

Q
V
ロ
〔
リ
・
∞
-mwnw

等
と
シ
カ
ゴ
・
コ
ン
テ
イ
ネ
ン
タ
ル
国
法
銀
行
を
開
設
し
た
。

八
五
年

に
は
オ
ル
バ
ニ

l
に
第
二
支
庖
(
崎
脂
製
加
工
施
設
を
有
す
る
)
を
設
置
し
、
薬
品
研
究
所
を
組
織
し
内
臓
か
ら
抽
出
L
た
薬
品
を
ロ
ン
ド

ン
で
販
売
し
、
九

O
年
に
は
ミ
ン
ス
・
ミ

i
ト
の
商
品
化
を
行
い
、
九
三
年
に
は
〉
吋
B
O
R
E田
正
巳
件
。
、
え
寸

onvg-oq
を
開
設
し

(
Z
O目的
O
D
宮
司
己
的
に
次
ぐ
)
、
又
K
M

吋
HHHOZ吋
伊
三
日
日
目
N
2
4
q
O
H
E
を
設
置
し
た
。
九
六
年
に
は
〉
吋
H
H
5
2
E名
巧
。
品
目
、
が
業
務

を
開
始
し
、
九
七
年
に
は
グ
リ
セ
リ
ン
工
場
が
開
設
さ
れ
、
又
ポ

i
ク
・
ア
ン
ド
・
ピ

l
ン
ズ
の
商
品
化
が
為
さ
れ
た
。
九
八
年
に
は
オ

マ
ハ
工
場
が
完
成
し
た
。

一
九

O
O年
に
、
健
康
の
衰
え
よ
息
子
ブ
ィ
J

リ
ッ
プ
・
ジ
ュ
ニ
ア

q
E
S
ロ
-krgHE♂
F
-
g
g
l
H由
。
。
)
の
死
を
迎
え
た

P
・
D
-

ア
i
マ
i
は
、
そ
れ
ま
で
ア

l
マ
!
兄
弟
に
よ
っ
て
別
個
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

L
て
運
営
さ
れ
て
い
た
諸
事
業
を
、
資
本
金
二
千
万

ド
ル
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
株
式
会
社
〉
吋
言
。
戸
門
知
ロ
仏
の
0

・
に
集
中
し
た
(
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
株
式
会
社
化
に
遅
れ
る
事
五
年
)
。

翌
一
九



。
一
年
に

P
・
D
-
ア
l
マ
i
は
死
去
し
、
息
子
の

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

i
マ

l
Q
2
2
3田
口
。

1
g
〉
円

B
g
p
H
∞S
H
U
N
3
の
下
で

ア
i
マ
l
社
の
大
拡
張
が
行
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ

一
八
八

0
年
代
初
期
に
お
け
る
冷
蔵
牛
肉
へ
の
参
入
は
、
イ
ェ

i
ガ
i
女
史
が
指
摘
す
る
し
い
汚
巳
決
し
て
容
易
で
は
な
く
、
参
入
に
成

功
し
た
の
は
、
豚
肉
加
工
か
ら
か
家
畜
商
か
ら
参
入
し
た
少
数
の
企
業
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
が
、

「
ス
ウ
ィ
フ
ト
〔
社
〕
が
全
国
的
な
支
庖
・
営
業
所
の
流
通
網
を
建
設
し
始
め
た
一
八
八
一
年
以
降
二
一
年
間
ほ
ど
の
問
に
、
統
合
化

し
た
食
肉
加
工
企
業
六
社
|
|
ア

l
マ
i
〔
社
〕
と
ス
ウ
ィ
フ
ト
門
社
以
の
両
巨
大
企
業
主
、
よ
り
小
規
模
な
四
社
事
す
な
わ
ち
ハ
モ
ン

(
却
)

ド
〔
社
以
、
モ
リ
ス
〔
社
〕
、
カ
ダ
イ
〔
社
〕
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ザ
ル
ツ
パ

l
ガ
l
〔社

ul--が
業
界
を
支
配
し
た
。
」

と
要
約
さ
れ
て
い
る
様
に
、
ビ
ッ
グ
・
シ
ッ
ク
ス
(
後
述
の
様
に
一
九

O
三
年
に
ハ
モ
ン
ド
社
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社

Z
注
目
。
口
出
回
目

U
2
w
E慌
の
0
・
に
併
合
，
さ
れ
て
か
ら
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
を
含
む
ビ
ッ
グ
・
シ
ッ
ク
ス
。

な
お
一
ニ
年
の
同

社
の
解
散
以
降
は
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
)
に
よ
る
寡
占
体
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
既
述
し
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
、
ア

!
?
i
社
以
外
の
ビ
ッ
グ
・
シ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
簡
単
は
日
を
通
し
て
お
こ
う
。

ハ
れ
)

G
-
E
・
ハ
モ
ン
ド
社
(
の
・
出
・
回
目
B
B
g
a
o
o臣
官
自
己

a 豚
の
。
ハ
ッ
カ
ー
、
家
畜
商
、
家
畜
輸
出
商
で
あ
っ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
の

G
-
H
・
ハ
モ
ン
ド
が
、

一
入
六
九
年
に
シ
カ
ゴ
か

ら
ボ
ス
ト
ン
へ
の
冷
蔵
貨
車
に
よ
る
解
体
牛
肉
の
輸
送
に
成
功
し
た
事
は
、
既
に
指
摘
し
た
(
七
二
年
以
降
定
期
輸
送
)
。

の
冷
蔵
牛
肉
は
冷
蔵
技
術
の
不
備
か
ら
大
部
分
が
氷
焼
を
札
ぽ
、
又
小
規
模
に
行
わ
れ
流
通
経
路
は
従
来
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
使
用
き
れ

し
か
し
、

彼

た
事
に
よ
っ
で
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
場
合
の
よ
う
に
大
き
な
醸
撰
を
引
起
す
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率
R



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
ハ
一
九
八
七
年
)

(

舗

〉

一
八
七
三
年
(
?
)
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

g円
問
。
国
・
出
ωHHH50ロ
色
。
。
.
が
設
立
さ
れ
、

八
0
年
代
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
に
リ

l
ド

を
奪
わ
れ
た
後
、
垂
直
的
統
合
を
行
い
、
冷
蔵
牛
肉
の
販
路
を
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
出
市
場
に
求
め
た
。
八
六
年
に
ハ
モ
ン
ド
は

死
去
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
ハ
モ
ン
ド
社
は

λ
0
0台
の
冷
蔵
貨
車
、
ニ
ュ

i
・ヨ

1
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
支
庖
(
及

ぴ
海
外
支
庄
〉
、
シ
カ
ゴ
と
オ
マ
ハ
の
加
工
工
場
を
擁
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
以
後
企
業
の
支
配
権
は
英
国
の
投
資
家
に
握
ら
れ
た
。

一
八
九

O
年
に
ミ
シ
ガ
ン
州
の
株
式
会
社
の
・
戸
田
回
目

BoECog}UEPU1
に
組
織
変
更
さ
れ
、

更
に
九
七
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
の
株

式
会
社
出
向
B
B
S
B
E口
E
D関
口
。
・
(
資
本
金
一
七

O
万
ド
ル
)
が
-
設
立
さ
れ
、
後
述
の
様
に
両
社
共
一
九

O
三
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

パ
ッ
キ
ン
グ
祉
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
M
V

モ
リ
ス
社
ハ
冨
O
H
同
町
待
。
0

・〉

b 

ハ
お
)

ド
イ
ツ
生
れ
の

N
・
モ
リ
ス
ハ
Z
色
m
g
Z
R
H
F
Z
S
i
H
8
3
が
シ
カ
ゴ
に
進
出
し
た
の
は
一
八
五
九
年
で
、
家
畜
商
と
し
て
名
を
為

し
、
南
北
戦
争
時
に
は
軍
へ
の
牛
肉
供
給
主
要
契
約
者
と
し
て
知
ら
れ
た
。
七
四
年
に
豚
の
家
畜
商
I
・
ワ
イ
ク
セ
ル

Q
8
2
4『
民
間
】
)

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
冨
O
円
門
広
告
仏
当
丘
一

g-を
形
成
し
た
(
後
に

!
l時
期
不
明
|
|
こ
れ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

zoug
冨

ol

R
M曲
目
出
血
の

OBH)gu可
と
な
っ
た
)
o
N
・
モ
リ
ス
も
又
冷
蔵
牛
肉
輸
送
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
あ
り
、
七
回

t七
五
年
冬
に
ポ
ス
ト

ン
へ
の
輸
送
に
成
功
し
て
い
る
。
七
五
年
に
家
畜
商
と
し
て
前
出
の
イ

l
ヴ
ン
ナ

l
・
シ
ス
テ
ム
に
加
わ
っ
て
お
り
、
七

0
年
代
中
頃
に

は
イ
ー
ス
ト
マ
ン
と
並
ん
で
生
牛
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
出
を
行
っ
て
い
た
@
八

0
年
代
に
冷
蔵
牛
肉
の
分
野
へ
本
格
参
入
し
、
八
四
年
頃

に
最
初
の
支
庖
を
開
設
し
、
八
五
年
に
は
冷
蔵
貨
車
を
建
造
し
、

八
八
年
時
点
で
は
九
支
広
を
揮
し
業
界
第
三
位
の
地
位
を
占
め
る
至
つ

て
い
る
。
又
、
輸
出
市
場
へ
も
進
出
し
、
西
部
に
購
買
網
の
拡
大
を
行
っ
て
い
る
。

(

お

〉

八
九
年
(
?
)
に
缶
詰
事
業
を
行
う
イ
リ
ノ
イ
州
の
株
式
会
社
司
乱
岳
山
口
付
の
き
巴
ロ
聞
の
。
皆
同
)
山
口
可
が
艶
成
立
さ
れ
た
が
、

一
九

O
三
年



に
メ
イ
ン
州
の
株
式
会
社
足
。
吋
江
田
伶
(
資
本
金
三

O
O万
ド
ル
)
が
設
立
さ
れ
、

l
iこ
の
時
点
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

便
宜
上
残
さ
れ
時

γ
iフ
エ
ア
パ
ン
ク
缶
詰
会
社
を
九
年
に
吸
収
切
か
。

。。・

一
九

O
七
年
に

N
・
モ
リ
ス
は
死
去
し
、
息
子
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
リ
ス
〈
切
丘
町
民
心
宮
O
R
F
5
8
l
H
S
S
が
社
長
の
座
に
就
い
た

が
、
彼
も
一
三
年
に
死
去
し
、

T
-
E
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
吋
，
E
S器
開
・
巧
皆
o
p
H∞g
l
s
g〉
が
そ
の
後
を
襲
っ
た
。

な
お
、
冨
o月
日
目
白
w

の
0
・
は
一
九
二
三
年
に
ア
!
マ

l
社
の
子
会
社

2
2吾
2
P
〉
S
2
K
S
M
U
g
i
m
F
O
D
の
O
B宮
ロ
可
に
買
収
さ
れ

た
C 

〈
州
出
)

カ
ダ
イ
社
告
白
血
目
V
M
可
E
n窓口問。。・〉

一
八
七
五
年
に
、

P
・
D
-
ア
l
マ
!
と
共
に
ミ
ル
ウ
ォ

i
キ
ー
か
ら
シ
カ
ゴ
に
進
出
し
た

M
・
カ
ダ
イ
が
、

P
・
D
-
ア
l
マ
1
、弟

の
E
・
A
・
カ
ダ
イ
(
宮
話
、
白
昆
〉
・

E
E
F
u
-
-
g
g
l
H
U台
)
と
共
に
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
(
?
)
の
株
式
会
社
〉
吋
同
国
。
号

(
U
E
P
F
U
1
3
-
n
E
p
m

ncsguス
資
本
金
七
五
万
ド
ル
)
を
設
立
ゆ
が
オ
マ
ハ
の
食
肉
加
工
工
場
を
購
入
し
た
の
が
八
七
年
で
あ
っ
た
。

九
O
年
に

M
・
カ

ダ
イ
は
シ
カ
ゴ
の
〉
口
出
。
ロ
円
伶
の
0

・
の
自
ら
の
持
分
を

P
・
D
-
ア
i
マ
l
に
売
却
し
、
代
り
に

P
・
D
-
ア
l
マ
l
の
〉
円

5
0ロ円
l

。
口
密

H
q
g
b
E認
の
O
H
ロ
宮
口
吋
の
持
分
を
買
取
り
、
同
社
を
イ
リ
ノ
イ
州
の
株
式
会
社

のロ
amvu可
思
円
在
口
問
。
。
・
(
資
本
金
三

0
0

万
ド
ル
〉
に
組
織
変
更
し
た
。
な
お
同
社
は
、

一
九
一

O
年
の

M
・
カ
ダ
イ
の
死
去
に
伴
い

E
・
A
・
カ
ダ
イ
が
社
長
に
就
任
し
た
後
、

(

汎

〉

一
五
年
に
メ
イ
ン
州
の
株
式
会
社
。
camげ
可
宮
内
匠
ロ
仰
の
。
.
(
授
権
資
本
金
三
、

0
0
0万
ド
ル
)
に
再
度
組
織
変
更
さ
れ
た
。

〈

包

〉

シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ザ
ル
ツ
バ

i
ガ

l
社
包
各
省
出
足
m
n
E
E
b
ω
己
N
Z円四四円。。し)

d 
と

司叩円《出口町凶ロ【凶

ωロ-
N
ず@円問。吋

よ
る
ノ、

ト
ナ

シ
ツ

プ
と
し
て

久、

七

年

設
立
さ(ド
れ憩イ
、ツ

ニ生
ユれ
!の

ヨ

ク
を
基
盤

ユ
ダ
ヤ

l土

〉
担
H10
ロ

ωnyd司
m
w
H
N
m円

E
E

シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ザ
ル
ツ
パ

l
ガ

i
社
(
以
下

s・
S
社
と
略
示
)

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
一一一
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一
四

立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

債

5，000，000 

表1.ビッグ・シックスの相対規模

名 |資本金|
Swift.. & Co.， ，Illinois .....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-…|事 35，000， 000 I $ 
Armour & Co: I1linois …...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..1.20，000，000 
National Packing CO.， New' Jersey ……...・H ・..1 15，000，000 
Nelson Morris & Co.， a includingー
Morris & CO.， Maine...' 
Fairbank. Canning Co. 

Schwarzschild & Sulzberget"Co.， New York... 
Cudahy Packing Co.， Illinois …...・H ・..…

〈注) a. パ-~ナーシップ

b 優先株事5.000.000を含まない。その発行は訴訟によって遅滞している。
〈出典) Retort 01 the Commissioner 01 Cortorations on the Beel Industry. 1905. 
T.39. 

社

3，000，000 
3，000，000 
b5，000， 000 
7，000，000 

社

教
徒
用
の
食
肉
守

gEH)
の
為
に
家
畜
を
輸
出
・
出
荷
す
る
業
務
に
従
事
し
て

い
た
。
九
三
年
に
ニ
ュ

i
・
ヨ
ー
ク
州
の
株
式
会
社
S
-
S
社
(
授
権
資
本
金
五

0
0万
ド
ル
)
に
組
織
変
更
さ
れ
、
同
時
に
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
の
食
肉
加
工
工

場
を
買
収
す
る
事
に
よ
っ
て
冷
蔵
牛
肉
分
野
へ
の
参
入
を
開
始
し
、
次
い
で
全
国

的
な
営
業
所
網
を
設
置
し
、

一
群
の
冷
蔵
貨
車
を
購
入
し
た
。

な
お
、

一
九
一

O
年
に
ニ
i

ュ
l
・ヨ

l
ク
州
の
持
株
会
社

ω巳
N
Z同
宮
吋
伶

ωoロ
由
。
。
・
(
授
権
資
本
金
三
、
ニ

O
O万
ド
ル
〉
が
設
立
さ
れ
、

S
-
S
社
は
そ

の
子
会
社
と
な
タ
た
。
又
、

一
九
一
五
年
に
ド
イ
ツ
で

F
・
ザ
ル
ツ
パ

l
ガ
{
が

死
去
し
た
事
に
伴
い
、
翌
六
年
に
ぺ

ω己
与
2
m
o吋
伶

ω。
ロ
田
口
。
‘
は
、
モ
り
ス
社

の
社
長
も
務
め
た

T
-
E
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
及
。
ひ
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
の
銀
行
家
グ
ル

-
プ
が
支
配
す
る
巧
己
的
O
D

伶
の
。

-wEn・
に
よ
っ
て
テ
イ
ク
・
オ
l
ヴ
ァ

l
さ

れ
た
。以
上
の
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
(
又
は
ピ
ッ
ク
・
シ
ッ
グ
ス
)
の
相
対
的
規
模
を

示
す
意
味
で
、
。
一
九

C
五
年
の
法
人
企
業
局
調
査
に
よ
る
授
権
資
本
金
額
、
社
債

金
額
を
示
す
と
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
1

(

9

)

の
・
切
・
州
内
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日
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g
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5
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巧
皆
目
白
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o
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目
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邑
・
・
呂
町
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第
二
章

食
肉
加
工
業
を
巡
る
調
査
と
訴
訟

食
肉
加
工
業
に
関
す
る
権
威
R
・
A
-
グ
レ
メ
ン
(
河
・
〉
・
ロ
自
B
g
)
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
大
衆
の
心
の
内
で
こ
れ
ら
食
肉
加
工
業
者
が
そ
れ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
所
の
、
独
占
と
い
う
問
題
は
、
古
い
問
題
で
あ
り
、
若

干
の
食
肉
加
工
業
者
に
対
し
て
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
そ
の
産
業
に
つ
い
て
の
種
々
の
調
査
及
び
訴
訟
の
歴
史
の
中
に
跡
づ

け
る
事
が
出
来
る
。
」

前
章
で
述
べ
た
冷
蔵
貨
車
に
よ
る
革
新
、
副
産
物
の
利
用
が
、
食
肉
加
工
業
の
言
わ
ば
光
の
部
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
章
で
は
誌
の

部
分
、
独
占
の
問
題
を
、
食
肉
加
工
業
を
巡
っ
て
な
さ
れ
た
種
々
の
調
査
及
び
訴
訟
に
よ
っ
て
、

一
八
九

O
年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
検

討
す
る
事
が
課
題
と
な
る
。
な
お
、
各
節
の
表
題
は
、
代
表
的
事
例
を
示
す
の
み
で
、
各
節
の
内
容
を
必
ず
し
も
包
括
的
に
示
す
も
の
で

十
ナ
£
、
。

l
j
L
 

第
一
部

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社

食
肉
加
工
業
に
関
す
る
最
初
の
調
査
報
告
書
は
、

一
八
九

O
年
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
食
肉
加
工
業
に
と
っ
て
の
素
材
部
門
・
家

畜
業
者
の
圧
力
に
よ
っ
て
一
人
八
八

I
九

O
年
に
渉
る
五
人
の
上
院
議
員
(
座
長
は
の

g話
。
。
・

J
1
2
C
に
よ
る
調
査
リ
ポ
ー
ト
ワ
ヴ

ェ
ス
ト
・
リ
ポ
ー
ト
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
リ
ポ
ー
ト
は
、

連
邦
政
府
及
び
議
会
に
具
体
的
行
動
を
起
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が

ハ
シ
ャ

i
マ
ン
法
の
成
立
に
は
若
干
寄
与
し
た
模
様
)
、
家
畜
及
び
肉
製
品
の
輸
送
に
関
す
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
、

並
び
に
家

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
エ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

七



立
教
経
済
学
研
究
第
四
O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

一
一
八

畜
の
購
入
に
関
す
る
広
汎
な
協
定
の
存
在
を
明
示
し
た
。
後
に
明
ら
か
と
な
っ
た
事
態
と
重
ね
る
と
、
豚
に
つ
い
て
は
、

一
八
九
九
年
に

終
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
、
及
。
ひ
牛
に
つ
い
て
は
、

一
八
八
五
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
ど

l
フ
・
プ

l
ル
(
特
に
、
新
た
に
カ
ダ

イ
社
を
加
え
て
再
編
成
さ
れ
た
一
八
九
一
一
一

t
一
九

O
二
年
右
し
一
八
九
六

t九
七
年
の
中
断
を
合
古
の
ピ
!
?
プ

i
ル
|
|
後
に

こ
の
存
在
を
認
め
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
弁
護
士
国

8
4
〈

g
a買
の
名
を
冠
し
た

n
ヴ
ェ
ー
ダ
l
・
プ
!
ル
ズ
u

ー
ー
が
有
名
)

の
存

在
が
、
部
分
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九

O
二
年
五
月
に
ノ
ッ
ク
ス
司
法
長
官
(
と

H
8
4・Q
g
R回
目
白
色
目
白
色
町
円
。
・

F
5
6
が
シ
カ
ゴ
巡
回
裁
判
所
に
衡
平
法
に
よ
る
〔
つ

ま
り
民
事
手
続
に
よ
る
〕
反
ト
ラ
ス
ト
訴
状
を
提
出
い
成
。
食
肉
加
工
業
者
(
七
株
式
会
社
、
一
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
二
三
個
人
)
が

フ

νク山
v
a
・ピ
i
フ

家
畜
の
購
入
、
鮮
肉
の
販
売
に
関
し
て
コ
ン
ビ
、
不

l
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
シ
ャ

l
マ
ン
法
第
一
条
・
第
二
条
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
容

疑
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
、

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

i
マ
l
、
G
-
F
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
及
び
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
リ
ス
の
三
者
は
、
従
来
の
プ

l
ル
体
制

を
廃
し
て
、
企
業
合
同
を
行
う
と
い
う
予
備
契
約
を
締
結
し
、
業
界
の
主
要
部
分
を
持
株
会
社
の
下
に
単
一
の
ト
ラ
ス
ト
へ
合
同
し
ょ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
合
同
戦
略
は
、
資
金
調
達
を
担
当
し
た
ク
l
ン
・
ロ

l
ブ
商
会
(
関
口

E
-
E号
待
。
0

・
)
が
証
券
の
過
剰
発
行

を
危
倶
し
(
一
九

O
三
年
恐
慌
と
し
て
後
に
現
実
化
)
反
対
わ
立
場
を
と
っ
た
事
に
よ
り
一
頓
座
を
き
た
し
た
。
結
局
一
九

O
三
年
三
月

に
、
規
模
を
大
巾
に
縮
小
し
て
、
ハ
モ
ン
ド
社
(
の
・
戸
民
自

5
8色
。
0

・
と
出
回
B
E
C
D仏

E
n
E口
問
。
0

・
)
と
フ
ォ

i
ラ
i
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社

。
0
5宮
ミ
ニ
ュ

i
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
株
式
会
社
、
資
本
金
一
五

O
O万
ド
ル
)

(同

c
邑
R
E
n窓
口
問
。

og喧
自
己
並
び
に
小
企
業
三
社
の
合
同
か
ら
な
る
現
業
会
社
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
(
Z担
巴

D
E
H
E岳山口問

ハ
幻
)

の
成
立
へ
の
と
導
く
事
と
な
っ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ッ
キ
ン
グ
社
の
株
式
は
、
ア

l
マ
l
社、

ヌ
ウ
ィ
フ
ト
社
、
モ
リ
ス
社
の
三
社
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
。



一
九

O
三
年
五
月
口
、
シ
カ
ゴ
連
邦
裁
判
所
の
グ
ロ
ス
カ
ッ
プ
判
事

Q
C品
開

m
F
Z円∞
-
p
g
m
E巴
に
よ
る

反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
の
差
止
命
令
に
結
果
し
、
食
肉
加
工
業
者
側
は
一
敗
地
に
見
え
た
の
で
あ
っ
た
。

。
五
年
二
月
に
連
邦
最
高
裁
は
、
先
の
差
止
命
令
を

m
若
干
の
修
正
を
加
え
て
U

確
認
し
た
。
)

一
方
、
先
の
訴
訟
は
、

(
そ
の
後
、
上
告
が
あ
り
、

九

第
二
節

法
人
企
業
局
調
査

最
高
裁
で
差
止
命
令
を
巡
っ
て
係
争
中
で
あ
っ
た
一
九

O
四
年
三
月
に
牛
肉
価
格
上
昇
に
対
す
る
消
費
者
の
不
満
を
背
景
に
、
議
会

は
、
家
畜
並
び
に
牛
肉
に
関
す
る
価
格
状
、
況
の
調
査
、
及
。
ひ
ト
ラ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の
形
態
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
食
肉
の
取
引
を
支

門
的
叫
〉

こ
の
調
査
が
法
人
企
業
局

3
R
Bロ
氏
。
。
4
0
3
E
S
一

配
し
て
い
る
か
ハ
否
か
)
の
調
査
を
実
施
す
る
事
を
決
議
し
た
。

そ
し
て
、

九

C
三
年
に
セ
オ
ド
ア
・
ル

l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
〔
、
H
d
o
E
R
m
E
0
8
4
0
F
g
m
∞
HUHU
・
大
統
領
は

M
U
C
H
-
H
u
e
S

大
統
領
の
下
で
、

こ
の
局

を
擁
す
る
商
務
労
働
省
の
創
設
)
の

J
-
R
・
ガ
l
フ
ィ
ー
ル
ド

Q
・
同
州
・
の
RHHOE)
に
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
人
企
業
局
は
、
そ
れ
ま
で
に
寛
集
し
て
い
た
資
料
と
、
食
肉
加
工
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
糾
と
を
分
析
し
、
早
急
に
調
査
結
果
を

取
橿
め
て
一
九

O
五
年
三
月
に
見
句
、
色
ミ
ミ
.
H
F
h

む
き
さ
包
也
君
可
巴
¥
む
も
む
ミ

S
5
3
s
n
p
q
i「
誌
を
と
ミ
(
以
下

切
宮
司
町

S
A
¥

。646言
及
S
九
初
回
、
ロ
ミ
と
略
一
ボ
〉
と
し
て
大
統
領
に
報
告
し
、
こ
れ
を
大
統
領
が
議
会
に
提
出
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
当
時
に
お
け
る
食
肉
加
工
業
の
生
産
の
集
積
を
次
の
様
に
明
ら
か
に
し
た
。

「ア

i
マ
i
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
モ
リ
ス
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ザ
ル
ツ
バ

i
ガ
l
及
び
カ
ダ
イ
の
各
社
は

円
全
体
で
U

-
円
一
九

C
三
年
に
、
子
牛
や
一
除
く
合
衆
国
内
全
屠
殺
牛
数
の
〕
約
四
五
泌
を
屠
殺
し
た
。
:
・
:
他
方
、
こ
れ
ら
の
会
社

は、

λ
つ
の
主
要
な
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
、

つ
ま
り
シ
力
ゴ
、
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
、
サ
ワ
ス
・
オ
マ
ハ
、
イ
ー
ス
ト
・
セ
ン
ト
・
ル
イ

ス
、
サ
ウ
ス
・
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

i
ゼ
フ
、

ブ
ォ

l
ト
・
ワ

l
ス、

ス
l
・
シ
テ
ィ
、
及
び
サ
ウ
ス
・
セ
ン
ト
・
ポ

i
ル
に
お
い
て
屠
殺
さ

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
一
九
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九
八
七
年、J

一二

O

し
か
し
、
議
会
及
び
世
論
の
期
待
に
反
し
て
、
牛
肉
価
格
の
上
昇
へ
の
食
肉
加
工
業
者
の
責
任
は
何
ら
問
わ
れ
る
事
が
無
か
っ
た
。
言

わ
ば
食
肉
加
工
業
は
良
い
ト
ラ
ス
ト
(
悪
い
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
西
北
部
の
運
輸
独
占
を
意
図
し
た
ニ
ュ

l
-
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
持
株
会
社

Z
0
3
F
2
D
ω
0
口
口
吋
庄
司
。
。
ョ
日
V

山
口
吋
ー
が
一
九

O
二
年
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
で
提
訴
さ
れ
、
四
年
に
最
高
裁
か
ら
解
散
命
令
が
出
さ
れ
た

の
と
は
対
照
的
に
)
と
認
定
さ
れ
た
訳
で
、

り
一
一
ニ
・
一
セ
ン
ト
の
平
均
利
益
」
と
い
う
「
低
い
利
益
」
に
あ
っ
た
。

そ
の
主
た
る
理
由
は
「
〔
牛
〕

一
頭
当
り
八

0
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
解
体
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当

こ
の
「
低
い
利
益
」
が
ど
の
様
に
算
定
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
チ
ャ
ン
ド
ラ

l
氏
の
指
摘
す
る
「
素
価
へ
の
集
中
」
と
、

「
取
替
法
の
利

用
」
が
ど
の
様
に
関
わ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
事
と
し
よ
う
。

第
三
節

ナ
シ
冒
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
の
解
散

一
九

O
五
年
五
月
、
可
法
省
は
、
シ
カ
ゴ
大
陪
審
へ
食
肉
加
工
業
者
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
容
疑
(
刑
事
訴
拐
で
提
訴
し
一
明
こ
の

提
訴
に
対
し
、
食
肉
加
工
業
者
は
、
法
人
企
業
局
へ
の
資
料
提
供
に
よ
る
免
責
公
自
慢
口
氏
守
口
刑
事
訴
訟
を
行
わ
な
い
の
と
引
換
民
、
事

件
関
係
者
に
証
言
を
求
め
る
制
度
)
を
求
め
、
六
年
三
月
に
シ
カ
ゴ
地
裁
の
ハ
ン
フ
リ
l
判
事

Q
昆
問
。

H
-
Q
U
司ロ
B
Z
5
5
に
よ
り
、

ハ
何
〉

自
然
人
に
対
す
る
免
責
が
認
め
ら
れ
る
事
と
な
ワ
た
。
こ
の
認
定
に
対
し

w
-
H
・
ム

i
デ
ィ

l
司
法
長
官
(
〉

1
8
4・の
8
2払
当
・
出
・

ハM
咽
〉

ζ
0
0
門
凶
司
〉
は
、

8

免
責
ブ
ロ
d

(

ニ
B
B
S日々

g
p
J
と
批
判
し
た
が
、
結
局
同
年
一

O
月
に
訴
訟
継
続
を
断
念
し
た
。

一
九

O
五

t
六
年
は
、

マ
ッ
ク
レ

i
カ
l
ズ

(
6
5宵
品
目
吋
師
事
独
占
暴
露
者
)
の
活
躍
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
食
肉
加
工
業
者
に
対
し

て
は
、
五
年
に
の
・
円
河
口

go--w
コ
認
の
ミ
ミ
注
目
、
S
H
宮
町
宮
司
ミ
に
(
最
初
に
同
ミ
ミ
守
主
句
、
白
出
向
Q
h誌な
S

誌
に
連
載
。
同
年
に

自
身
巧

a
a
d
g可申吋
(
U
0
5
3ミ・
H
M

ロ
豆
町

Z
E
よ
り
出
版
)
及
。
ひ

d
宮

S
2
R
S
F
吋
MH-向

'~shN向
(
最
初
に

E
R町
内
誌
に
連
載
。



同
年
に
シ
ン
グ
レ
ア
自
ら
出
版
)
が
公
刊
さ
れ
、
食
肉
加
工
業
者
へ
の
大
衆
の
不
信
感
を
大
き
く
燭
っ
た
。
シ
ン
ク
レ
ア
等
に
よ
っ
て
暴

露
さ
れ
た
従
来
の
食
肉
検
査
制
度
(
州
際
・
輸
出
取
引
の
食
肉
に
対
し
食
肉
加
工
業
者
の
費
用
負
担
で
行
わ
れ
て
い
た
連
邦
政
府
の
検

き
の
不
備
ー
ー
そ
の
結
果
と
し
て
の
品
質
の
劣
悪
化
ー
ー
へ
の
世
論
の
激
昂
を
背
景
に
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
六
年
六
且
に
食

肉
検
査
法
(
Z
S
H
F
8
0
a
s
r
H
〉
|
|
連
邦
政
府
に
よ
る
強
制
検
査
|
l
s
を
成
立
さ
せ
た
。

一
九

O
九
年
に
ル

i
ズ
ヴ
ヱ
ル
ト
か
ら

w
-
H
・
タ
フ
ト
(
巧
ロ
E
S
戸
、
吋
白
F

E勾
l
H
8
8
に
大
統
領
の
交
代
(
共
に
共
和
党
)
が

あ
っ
た
が
、
食
肉
加
工
業
者
へ
の
追
及
は
続
き
、
翌
一

O
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
に
対
す
る
訴
訟
が
行
わ
れ
(
翌
年
に
取
下

一
一
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
社
の
取
締
役
で
あ
る

L
・
F
・
ス
ウ
ィ
ア
ト
予

2
目的司・

ω
d
E
F
H
g
H
|冨
笥
・

G
-
F
-

三
月
ま
で
)
。
結
局
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
息
子
)
他
個
人
一
一
人
に
対
し
シ
ャ

I
マ
ン
法
違
反
容
疑
の
刑
事
訴
訟
が
為
さ
れ
た
(
裁
判
は
一
一
年
一
二
月
か
ら
一
一
一
年

一
二
年
三
月
に
無
罪
の
評
決
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
が
、

司
法
省
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ッ
キ
ン
グ
祉
に
対
す
る
再

度
の
提
訴
の
動
き
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
強
化
の
動
向
ハ
一
四
年
に
グ
レ
イ
ト
ン
法
の
成
立
)
を
考
慮
に
入
れ
た
食
業
加
工
業
者
は
、
こ
の
評

決
の
後
、
自
主
的
に
同
祉
の
解
散
を
行
っ
た
(
同
社
の
資
産
は
出
資
割
合
に
応
じ
て
、
ア
l
マ
l
社
、
ス
ウ
ィ
ア
ト
社
、
モ
リ
ス
祉
に
分

配
さ
れ
た
〉
。
正
に
ビ
ッ
グ
・
プ
ア
イ
ヴ
の
時
代
ま
迎
え
た
の
で
あ
り
、

イ
ェ
l
ガ
l
女
史
が
次
の
様
に
総
括
す
る
段
階
に
到
達
し
た
の

で
あ
る
。
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〔
パ
ッ
キ
ン
グ
社
〕
の
様
な
装
置
の
必
要
性
と
効
用
は
又
、

一
九
一
二
年
ま
で
に
消
滅
し
て
い
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
管

理
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
の
そ
れ
と
結
合
さ
せ
た
事
に
よ
っ
て
、
寡
占
的
行
動
を
ル
l
テ
ィ
ン
化
さ
せ
、
市
場
占
有
率

や
一
安
定
化
さ
せ
た
事
に
よ
っ
て
、
食
肉
加
工
業
者
は
、
他
の
各
社
の
事
業
に
つ
い
て
の
充
分
な
知
識
を
得
、
そ
の
結
果
、
寡
占
の
機
能
を

ハ

ω)

ス
ム
ー
ス
に
す
る
の
に
最
早
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
必
要
で
は
無
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率
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第
四
節

F
T
C
-詞
査

一
九
一
五
年
、
大
戦
中
の
ブ
l
ム
に
も
拘
ら
ず
、
家
畜
業
者
に
予
想
外
の
巨
額
の
損
失
が
生
じ
、
又
同
年
シ
カ
ゴ
の
家
畜
マ
l
ケ
テ
ィ

ン
グ
会
議
へ
食
肉
加
工
業
者
の
主
脳
|
|
略
第
二
世
代
に
交
代
ー
ー
が
欠
席
し
、
食
肉
加
工
業
者
側
の
弁
明
が
為
さ
れ
な
か
っ
た
事
も
加

わ
っ
て
、
食
肉
加
工
業
者
並
び
に
家
畜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
家
畜
業
者
の
悪
感
情
は
一
挙
に
高
ま
っ
た
。
翌
二
ハ
年

一
月
全
米
家
畜
〔
業
者
〕
組
合
は
ヰ
ル
パ
ソ
で
年
次
大
会
を
開
催
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
を
指
命
し
、
家
畜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

改
善
策
を
議
会
へ
請
願
す
る
事
を
決
定
し
た
。
同
年
二
月
に
食
肉
加
工
業
の
調
査
に
関
す
る
決
議
案
が
、
ミ
ズ
リ
l
州
選
出
議
員
に
よ
っ

て
議
会
に
提
案
さ
れ
、

一
方
の
家
畜
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
は
と
れ
を
支
持
し
、
他
方
の
企
肉
加
工
業
者
が
反
対
に
回
る
事
に

よ
っ
て
、
両
者
の
関
係
は
吏
に
険
悪
化
し
た
。

一
七
年
一
月
に
議
会
で
同
提
案
が
否
決
さ
れ
る
と
、

一
二
名
の
議
員
は
、

w
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
ハ
当
ooa吋
D

当
者
E
E
g
g
-
S
N
h・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
タ
フ
ト
の
対
立
に
乗
じ
、

民
主
党
か
ら
犬
統
領
の
座
を
射
と
め
一
一
二
J
一
一
一
年
と
二
期

就
任
〉
大
統
領
に
直
団
判
し
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
連
邦
取
引
委
員
会
q
E
R
氏
、
吋
E
宕
の

O
B
E田
氏
。
ロ
以
下

F
T
C
と

略
一
否
へ
法
律
調
査
(
も
し
経
済
調
査
で
あ
れ
ば
管
轄
は
農
務
部
一
の
命
令
が
下
さ
れ

4
0

な
お
、

F
T
C
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
下
に
、

一
九
一
四
年
の
グ
レ
イ
ト
ン
法
成
立
と
同
時
に
そ
の
番
人
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、

「
不
法
行
為
を
な
し
つ
つ
あ
る
個
人
お
よ
び
会
社
に
対
し
て
、
そ
の
禁
止
遇
達
を
出
す
こ
と
が
で
き
;
;
・
そ
の
禁
止
通
達
が
実
行
さ
れ
て

(

回

)

い
る
か
否
か
に
つ
き
、
自
ら
調
査
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
」
委
員
会
で
あ
り
、
法
人
企
業
局
を
吸
収
し
て
発
足
し
た
機
関
で
あ
っ
た
。

F
T
C
に
よ
る
調
査
の
結
果

i
iこ
の
内
容
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
検
討
|
|
は
、
先
ず
一
八
年
八
月
に
「
認
定
及
び
勧
告
の
要
約
」

一
九
年
か
ら
二

O
年
に
か
け
て

heロ
ミ
ミ
円
君
、
足
町
高
円
吋

s
b

H
3忌
匁
可
決

H
M
m
H
H
H
|
J
1
H
・
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
見
る
一
や
パ

l
ト
E
「
食
肉
加
工
業
者
間
の
結
合
の
証
拠
」

の
部
分
が
公
表
さ
れ
、

ハ
リ
ロ
さ
さ
か
に
む
お
室
内
担
両
足
急
円
t

句
h
R
E
3
h

〈
一
八



年
二
月
公
表
)
が
一
九
年
初
め
に
公
刊
さ
れ
、
次
い
で
要
約
並
び
に
パ

i
ト
I
「
食
肉
並
び
に
そ
の
他
産
業
に
お
け
る
五
大
食
肉
加
工

業
者
の
権
力
の
範
囲
及
び
成
長
」
(
一
九
年
六
月
)
が
一
九
年
七
月
に
、
パ
ー
ト

E
「
五
大
食
肉
加
工
業
者
の
食
肉
加
工
産
業
支
配
の
方

法
」
(
一
九
年
六
月
〉
が
同
年
秋
に
、
更
に
パ

l
ト
W
「
農
産
物
及
び
食
料
品
に
お
け
る
五
大
食
肉
加
工
業
者
」
〈
一
九
年
六
月
)
及
び
パ

l

ト
W
H

「
食
用
牛
の
飼
育
コ
ス
ト
、
家
畜
肥
育
コ
ス
ト
、
家
畜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ス
ト
」
(
一
九
年
一
一
一
月
〉
が
ニ

O
年
春
に
公
刊
さ
れ
、

最
後
に
パ

l
ト
V
「
食
肉
加
工
業
者
の
利
益
」
(
一
九
年
六
月
)
が
二

O
年
夏
に
公
刊
さ
れ
た
。

円
一
同
)

SHHg)
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
他
に
食
料
の
卸
売
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
。
ひ
プ
ラ
イ
ヴ
ェ

l
ト
・
カ

l
・
ラ
イ
ン
を
取
扱
っ
た
二
冊

な
お
、

G
・
O
-
ヴ
ァ
!
テ
ュ
(
の
・
。
・

が
公
刊
さ
れ
た
と
さ
一
口
う
。

第
五
節

食
料
庁
規
制
以
降

F
T
C
調
査
が
開
始
さ
れ
た
年
、

一
九
一
七
年
は
又
、
食
肉
加
工
業
者
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
が
開
始
さ
れ
ハ
一
一
月
〉
、
食
料
庁
規
制

qoa

k
r
a
H
H
H
由
民
間
可
目
立

B
B四
回
目
印
巴
吉
田
)
に
よ
り
最
高
利
益
の
規
制
|
|
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
第
三
章
ー
ー
が
実
施
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

一
九
一
七
年
一
一
月
に
全
法
人
企
業
に
対
す
る
題
過
利
得
税
法
案
が
成
立
(
実
施
は
一
八
J
一
一
一
年
〉
し
て
い
る
。

一
九
一
九
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
シ
カ
ゴ
で
連
邦
大
陪
審
に
よ
る
食
肉
加
工
業
者
に
対
す
る
調
査
が
行
わ
れ
た
(
結
局
起
訴
に

ハ
目
出
)

は
至
ら
な
か
っ
た
〉
。
こ
の
調
査
の
後
、
司
法
省
は
新
た
な
調
査
の
一
環
と
し
て
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
で
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う
と
し
た
が
、

食
肉
加
工
業
者
側
は
、

F
T
C
の
面
前
に
お
け
る
公
聴
会
よ
り
も
前
に
、
議
会
(
食
肉
加
工
業
者
へ
の
支
援
者
が
期
待
出
来
る
)
に
よ
る

公
聴
会
を
開
催
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
。

一
九
一
九
年
末
に
お
け
る
再
度
の
提
訴
の
動
き
は
、
結
局
、
二

O
年
の
司
法
長
官
パ

i
マ
!
と
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
の
同
意
審
決
(
出
回
i

同
町

o
a
g円
ヴ

叩

ZoopkHopou?の
8
2回目
H
V

回
目
白
色
白
E
H
Z
E
n宮
門
田
)
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
食
肉
加
工
業
内
部
に
お
け
る
寡
占

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
ヱ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一一一一一一
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教
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)

一
二
四

ハ
弱
〉

的
支
配
力
の
行
使
の
公
認
と
引
換
に
、
非
関
連
部
門
(
生
鮮
呆
物
等
)
の
切
り
難
し
が
実
施
さ
れ
た
。

(
貯
)

圧
力
に
よ
る
と
言
う
。
)

(
南
部
食
料
雑
貨
卸
売
商
組
合
の

更
に
翌
一
二
年
八
月
に
は
、

ス
ト
ッ
ク
ヤ
l
ド
の
全
業
務
、
家
畜
競
売
、
家
畜
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
及
び
代
理
人
を
規
制
す
る
「
食
肉
加
工

業
者
及
び
ス
ト
ッ
ク
ヤ

l
ド
法
」

(
J
Z
E件
。
門
田
担
a
g
o
n
-
qー
目
見
〉
ロ
ペ
)
が
制
定
さ
れ
食
肉
加
工
業
者
は
農
務
省
の
規
制
に
膿
す
る
事

〈

同

叩

〉

(

同

却

)

と
な
っ
た
(
以
後
、

F
T
C
の
調
査
権
限
は
、
農
務
省
長
官
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
た
)
。

な
お
、

二
一
年
の
業
績

と
述
べ
、
カ
ダ
イ
社
の
一
五
七
万
ド
ル
か
ら
、
ア

i
マ
l
社
の
一
二
、

は
、
上
述
の
諸
制
約
と
戦
後
恐
慌
に
よ
っ
て
、

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

l
マ
ー
が
「
〔
食
肉
加
工
〕
産
業
の
歴
史
に
お
い
て
最
も
悲
惨
な
年
」

(
ω
)
 

一
七
五
万
ド
ル
に
及
ぶ
赤
字
を
生
む
程
に
悪
化
し
た
。

戦
後
恐
慌
の
影
響
と
、
カ
ナ
ダ
工
場
へ
の
過
度
の
投
資
、
加
え
て

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

l
マ
!
個
人
の
穀
物
投
機
の
失
敗
等
に
よ
っ

一
九
二
三
年
に
ア

i
マ
i
社
は
危
機
に
直
面
し
、

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

l
マ
!
が
失
脚
す
る
事
態
を
迎
え
た
の
で
あ
ワ
た
(
彼
は
会

長
に
退
き
、
後
任
社
長
に
は
句
・
肘
仏
由
。
口
当
E
S
が
就
任
)
。

て、
(
川
品
)
河
・
〉
-QOHHH印
D
W
M
J
F
向
込
苦
肉
、
片
品
お
わ
な
舎
内
口
円
F
S
H
h四足両日目

H3nNH恥崎町、子問。ロ回目門同匂吋冊目♂

2
・J
?
H申
Nω
・
-u
・2
∞・

ハ
お
)
ヴ
ェ
ス
ト
・
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
』
剛
丈

uHU甘・叶お
l
a
N
U
出
-
F
叩
叩
口
町
件
戸
。
・

0
R
E
H
r
e
-
円符よ日
y
H
U
N
一一玄・ペ叩担問
o
p
e
-
n
p
・

切

-H諒
一
月
c
Z
H
H
Z
-
-
E
邑
含
-
H
h
v
p
o己
目
的
吋
・
の
目
F

4

口
三
日
ロ
ヨ
ロ
円
吋
吋
C
J
司白
E

4

E

C
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一
二
六

〈
日
〉
公
表
の
年
月
は
各
報
告
書
聞
の
表
紙
又
は
冒
頭
部
分
の
日
付
に
依
る
。
又
出
版
の
時
期
は

C
・O・

5
3ロ
o・

e-
門
戸
畑
町
・
8
O・
D
-
H
・
に
依
る
。

〈日
)

L

「

F
R・
-
℃
-
S
C
U
D
-
H
・

(
日
〉

HN-kr
・
の
同
団
自
巾
Hr
巴
hu
・円軌
H
4
旬、∞
N-

ハ
問
叫
〉
岡
山
・
宮
-
K
F且
ロ
庄
司
四
戸
符
円
、

cc山田
]
Y
C
巳
p

a
は，
F
冊
。
。
口
町
四
三
巴
日
ロ
吋
冊
目
山
口

H
F
o
p
p
a
a
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山
口
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山
口
間
宮
内
同
区
間
同
門
司
、

H
U
N
O
1
3日
9
.
同
E
M
S略
的
的

同
比
切
な
ミ
N
N
S
な
さ
"
く
o
-
-
F
F
Z
0
・ω
(
K
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吉
日
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巴
∞

3
・
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又
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h
v
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H
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叩
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3
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ペ
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呂
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叫
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勾
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町
ロ
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色
¥
人
件
、
遠
白
宮
司
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雲
泊
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ミ
ヰ

h
v
b
a
-
-
N
u
h尽
き
宮
、
匂
H
W
M
U
N
N
(〉日
u
ュ-
N
P
H
U
N
ω
)
・

第
三
章

食
肉
加
工
業
に
お
け
る
自
己
資
本
利
益
率

本
章
で
は
、
前
章
で
概
観
し
た
法
人
企
業
局
調
査
の
内
容
を
検
討
し
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
!
氏
の
指
摘
さ
れ
た
@
原
価
計
算
に
お
け
ろ
索
価

へ
の
集
中
、
@
取
替
法
の
利
用
の
二
つ
の
命
題
を
吟
味
し
、
次
い
で
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
全
社
的
業
績
評
価
基
準
の
そ
れ
が
存
在
す
る

と
い
う
事
実
を
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
提
示
し
、
更
に
食
料
庁
規
制
及
び
超
過
利
得
税
の
利
益
規
制
の
内
容
並
び
に
F
T
C

調
査
の
内
容
を
検
討
す
る
事
に
よ
り
、
自
己
資
本
利
益
率
の
概
念
が
措
定
さ
れ
て
来
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
す
る
。

第
一
節

法
人
企
業
局
調
査
報
告
書

第
二
章
で
既
に
見
た
よ
う
に
、
法
人
企
業
局
調
査
は
、

「
家
畜
並
び
に
牛
肉
に
関
す
る
価
格
状
況
の
調
査
、
及
び
ト
ラ
ス
ト
又
は
そ
の

他
の
形
態
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
食
肉
の
取
引
を
支
配
し
て
い
る
か
(
否
か
)
の
調
査
」
と
い
う
隈
定
さ
れ
た
目
的
を
有
す
る
調
査
で



あ
り
、
食
肉
加
工
業
全
体
(
例
え
ば
豚
肉
、
羊
肉
の
加
工
の
分
野
、
冷
蔵
貨
車
の
分
野
等
を
含
む
)
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又

食
肉
加
工
業
の
会
計
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
序
で
述
べ
た
様
に
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
は
、
こ
の
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
か
ら
、
命
題
①
②
を
導
出
さ
れ
、
更
に
資
本

利
益
率
概
念
不
成
立
の
命
題
①
を
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

食
肉
加
工
業
の
会
計
の
内
容
を
検
討
す
る
の
に
必
ず
し
も
適
切
と
は
言
え
な
い
(
但
し
乏
し
い
資
料
と
い
う
制
約
条
件
を
考
え
れ
ば
や

む
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
〉
こ
の
調
査
報
告
書
か
ら
、
①
原
価
計
算
に
お
け
る
素
価
へ
の
集
中
、
①
固
定
資
産
に
お
け
る
取
替
法
の
利

用
、
の
二
つ
の
命
題
が
導
出
出
来
る
か
否
か
を
検
討
す
る
為
に
、
法
人
企
業
局
が
良
い
ト
ラ
ス
ト
と
判
断
し
た
際
の
有
力
な
論
拠
「
〔
牛
〕

一
一
頭
当
り
八

0
セ
ン
ト
、
つ
ま
り
解
体
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
一
三
・
一
セ
ン
ト
の
平
均
利
益
」
と
い
う
「
低
い
利
益
」
の
算
定
過
程
を

い
ま
少
し
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

a 

素
価
へ
の
集
中

表
2
が
ア

l
マ
l
社、

ス
ウ
ィ
フ
ト
社
、

s
-
S社
三
社
の
利
益
計
算
の
要
約
で
あ
り
、

一
九

O
二
年
七
月
か
ら
三
年
六
月
ま
で
の

二
カ
月
の
算
定
利
益
一
、
六

O
五
、
六
七
五
ド
ル
を
、
一
一
、

O
一七、

八
六
四
頭
で
除
し
た
値
八

0
セ
ン
ト
、

一
、
ニ
ニ
六
、
四
一
一
、

四
六
一
ポ
ン
ド
ヘ
割
る
一

O
O
)
で
除
し
た
値
・
牛
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
一
三
・
一
セ
ン
ト
門
一
九

O
三
年
七
月
か
、
り
四
年
六
月
ま
で

の
一
二
カ
月
で
は
夫
々
、
八
二
セ
ン
ト
、

一
三
・
五
セ
ン
ト
〕
が
「
一
一
顕
当
り
入

0
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
解
体
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
一
一
一
一

-
一
セ
ン
ト
」
に
該
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
又
、
表
2
の一

0
0ポ
ン
ド
当
り
生
牛
コ
ス
ト
〔
一
九

O
二
年
七
月
か
ら
コ
一
年
六
月
ま
で
の

一
ニ
カ
且
で
1
1
0
以
下
同
様
|
|
四
・
四
五
ド
ル
】
、
同
収
益
門
六
・
四
七
ド
ル
〕

肉
売
上
高
〔
三
九
・
一
ニ
二
ド
ル
〕
及
び
同
副
産
物
価
値
〔
一
一
・
九
六
ド
ル
〕
は
、
表
3
の
第
4
欄
の
当
該
部
分
に
移
さ
れ
て
い
る
(
第

一
環
当
り
生
牛
コ
ス
ト
〔
四
八
・
五
八
ド
ル
〕
、
同
牛

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
エ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
二
七
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アーマ一社，スウィフ十社，及びシュワルツシルド・アンド・ザルツパ

ーガー祉の利益計算要約 1902年7月から1904年8月までの12カ月毎

1902年7月から1903年6月まで 2，017，864頭の牛

i総額 1
100ポンド当り ゅ98;回1，0341
4.45ドルで一

屠殺コスト ・ ....•••..••••.....•.•••••••.•.. I3， 836， 14~I 1. 90 

コスト合計…............・・ ・ ・・・・・・ ・・・ ・1101，867，1781 50.48 

1，226，411，461ポンドの牛肉(=生牛重量の55.68%)
の純収益 100ポンド当り6.47ドルで…・・・・…...•. 1 79，338，9321 39.32 

副産物の純価値…・・….....………-…・・……・…・ 124，133，9211 11.96 

収益合計・・・・ ・・・・・・… ・ ー ー・……・ i竺さ三8竺|一三三と
算定利益(=牛肉100ポシド当り13.1セント}...........1- 同 5，6751 .80 

表 2

一頭当り目項

事 48.582，202，687，405ポンド生牛コスト

2，013，858頭の牛

|総 額 l一頭当り
1903年7月から1904年6月まで

生牛コスト

目

100ポンド当り
4.15ドルで…-・|事 93，092，7441 事 46.23 

屠殺コスト…......・H ・-一…...…....・H ・-…………… 1 3， 952， 5311 1. 96 

コスト合計 司直二22i一一竺.19

項

2，244，775，204ポンド

1，265，273，063ポンドの牛肉(回生牛重量の56.36%)
の純収益 100ポンド当り6.25ドルで....・ H ・......・ H ・179，067，4671 39.26 

副産物の純価値....・ H ・..・……....・ H ・.......………… 119，626，8971 9.75 

収益合計....・H ・.......・H ・....・H ・....…………..…・….1 98，694，3641 49.01 

1，649，0891 .82 算定利益(=牛肉100ポンド当り13.5セント)-...........

〈注) 1. 元表にあった他の表との関連を示す脚注は除いた。
2. 生牛頭数，生牛重量，及び牛肉重量の数伎の間の相互関係が2期とも完全には
一致しないが〈単価の計算における端数処理に起因する模様〉元表の数値のまま
とした。

〈出典) Re.ρort of the Commissioner 01 Corto叩 tionson the Beellndustry， 1905. 
P.260. 

一
二
八2

・3
欄
は
夫
々

半
年
の
数
値
。
表

2
の
一
九

0
2一年

七
月
か
ら
四
年
六

月
ま
で
の
数
値
は

表
3
の
第
7
欄
と

一
致
)
。

な
お
、

表
3
で
は
牛
肉

C
0ポ
ン
ド
当
り

平
均
販
売
価
格
か

ら
生
牛
重
量
一

O

0
ポ
ン
ド
当
り
平

均
生
牛
コ
ス
ト
を

控
除
し
て
マ

l
ジ

ン
〔
第
4
欄
の
数

値
で
二
・

O
二
ド

ル
〕
を
求
め
、



S都市におけるアーマ一社J スウィフト社J及びシ品ワルツシルド・ア

ンド・ザルツパーガ一社の平均生牛コスト，及び平均牛肉価格

1902年7月から1904年6月まで

問調可動9湾中子

表3

100ポンド当り平均販売価
格…......... $ 6.58 事6.37 事6.47 事6.06 事6.43 事6.25

100ポンド当り平均生牛コ
スト……・田・一- $ 4.51 事4.40 事4.45 事4.02 $ 4.28 事4.15

マージン ・・・ $ 2.07 事1.97 事2.02 事2.04 事2.15! $ 2.10 

一頭(ポ当ンりド平〉均…解体重量-・・・・・・・・......... 574 644 609 621 637 629 

一頭当り牛肉売上高…・ 事37.68 事40.95 事39.32 事37.63 事40.93 事39.26

一頭当り生牛コスト…… 事47.23 事49.93 事48.58 事44.41 事48.07 事46.23

マイナス・マージシ・ 事9.55 事8.98 $ 9.26 事6.78 事7.14 事6.97

一頭当り副産物価値一 事12.02 事11.90 事11.96 事9.52 事9.98 事9.75

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

(出典) Report of the Commissioner 01 Corporations on the Beel lndustry， 1905， 
p.268. 
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(出典) Report 01 the Con棚 issioner01 Corporations on the Beel lnd附try，1905， 
p.205. 

計

頭
当
り
平
均
解
体
重
量
ロ
ハ

O
九
ポ
ン

ド
〕
を
示
し
た
後
に
、

一
頭
当
り
牛
肉

売
上
高
か
ら
同
生
牛
コ
ス
ト
を
控
除
し

た
マ
ー
ジ
ン
〔
マ
イ
ナ
ス
九
・
二
六
ド

ル
〕
、
と
の
マ
イ
ナ
ス
・
マ
ー
ジ
ン
を

埋
め
る
同
副
産
物
価
値
が
示
さ
れ
て
い

。
。

表
2
で
単
に
屠
殺
コ
ス
ト
と
表
示
さ

れ
て
い
る
一
頭
当
り
一
・
九

0
ド
ル

ハ
一
九
Q
二
年
七
月
か
ら
の
一
一
一
カ
月
)

は
、
表
4
に
見
る
と
お
り
〔
表
4
は
暦

年
一
九

O
三
年
で
あ
る
故
厳
密
に
は
数

値
が
一
致
し
な
い
〕
属
殺
及
び
解
体
コ

ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
冷
蔵
及
び
出
荷
の

コ
ス
ト
、
並
び
に
管
理
費
及
び
販
売
費

を
含
む
コ
ス
ト
の
合
計
一
頭
当
り
一
ド

ル
九
二
セ
ン
ト
余
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

一
二
九
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一コ一
Q

LIVE STOCK 
SPECIAL TIES 

LeJ.ther 
j<ert: li:~cr 

Curled Hair 
Stock Food 
Glue 
Soap 
Beef Extract 
B:lttcrine 
"尽rfuη1e
Glj-Terine 
仁lJeStrings 
BOUE: Froduct's 
Acid Phosphate 
Lubricating Oil 
City Hides 
City Fats 
Etc 

食肉加工工場の諸機能

NON-LlVESTOCK FOOD PROD'S 

DreSSEヨドoultry
Eggs， Butter， Cheeる己
Canned乱Ailk
Canned Fish 
Canned Vegetables 
Canned Fruits 
Rice. Coffee. Etc. 

OTHER NON-LNESTOCK F上，ODUCTS

Maごhinery
寸anningExtr;:;こt
T出 Cans
Sulphuric Acid 
Salt， Cooperage， Erc 

図2

FTC Retort， Part V， p.48. く出典〉



る
従
っ
て
、
食
肉
加
工
業
の
会
計
に
お
い
て
は
、
直
接
材
料
費
〔
生
牛
コ
ス
ト
〕
及
び
直
接
労
務
費
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
素
価
へ
の
集

中
」
と
い
う
よ
り
も
、
管
理
費
や
販
売
費
ま
で
含
め
た
フ
ル
・
コ
ス
ト
が
、
又
製
造
原
価
に
限
定
し
て
き

原
価
が
計
算
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
少
く
も
、

一
屠
殺
及
び
解
体
の
見
出
し
の
下
に
含
ま
れ
る
〔
労
務
費
・
修
繕
費
以

外
の
〕
他
の
よ
り
重
要
な
項
目
は
、
蒸
気
動
力
、
電
気
照
明
及
び
電
力
、
水
、
テ
ィ

i
ミ
ン
グ
:
:
・
道
具
及
び
工
具
、
並
び
に
家
畜
固
い

ハ
叙
〉

の
清
掃
〔
の
費
用
〕
で
あ
る
よ
と
す
る
報
告
書
の
説
明
か
ら
は
、

製
造
間
接
費
を
合
む
全
部
原
価
の
計
算
は
為
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
す

る
方
が
妥
当
で
あ
り
、

「
素
価
へ
の
集
中
」
と
解
釈
す
る
余
地
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、

「
西
部
の
大
規
模
食
肉
加
工
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
牛
肉
事
業
は
、

v 、つ
トミの
てし、 か
りなσコ、阿
部、出
F号、雇
告な
.gj部
主門
口/由、
(t> 0"' 
ロ円

6E  
の E
区心
分つ

ま
り
、
解
体
肉
、
加
工
肉

9
8同
S
E呂
田

E

gユ
ロ
巴
及
び
缶
詰
肉
か
ら
成
っ
て
い
る
。

(
四
国
〉

は
、
若
干
の
会
社
の
勘
定
に
h

わ
い
て
常
に
同
一
の
方
法
で
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
」
〈
傍
点
は
引
用
者
〉
と
い
う
指
摘
に
着
目
す
る
な

ら
ば
、
後
の

F
T
C
調
査
等
に
よ
っ
て
内
容
が
明
示
さ
れ
た
部
門
別
計
算
(
一
九

O
五
年
時
点
で
は
会
社
間
で
不
統
一
が
存
在
す
る
と
は

一
一
言
、
る
!
ー
そ
の
大
要
は
図
2
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
。
図
の
回
開
一
切
問

ω出
口
吋
，

H
O
Z
に
注
目
し
た
い
。

u
g
g
E
切
0
0
同
か
ら
の
足
。
仏
国
0
0
同

ま
で
並
び
に
の
き
ロ
包
盟
諸
内
〔
冨
只
切
り

ω開
(
斗

5
Z
の
の
き
ロ
O
Q
Z
8
2
に
含
ま
れ
る
〕
が
先
の
三
つ
の
部
門
に
対
応
し
、
国
戸
。
回
か

ら
回

2
コ
リ
目
白
山
口
岡
田
ま
で
が
副
産
物
と
し
て
口
〈
何

ω叶
o
n間
的
可
一
明
日
〉
F
4
冒
ω
へ
回
っ
て
い
る
。
ー
ー
が
既
に
行
わ
れ
て
い
た
事
を
読

〈
刷
出
)

み
取
り
え
よ
う
。
後
に
ス
ウ
ィ
ブ
ト
社
の
G
・
E
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
(
の
・
開
-MVZH58〉
が
説
明
し
て
い
る
計
算
方
法
に
よ
れ
ば
、
解
体
肉

の
勘
定
に
お
い
て
は
、
借
方
に
生
牛
コ
ス
ト
及
び
食
肉
加
工
工
場
か
ら
支
庖
ま
で
の
家
畜
処
理
費
用
〔
屠
殺
・
解
体
コ
ス
ト
〕
が
記
入
さ

れ
、
副
産
物
(
皮
革
、
獣
脂
等
)
の
価
値
〔
市
価
マ
イ
ナ
ス
処
理
費
用
〕
が
貸
方
に
記
入
さ
れ
、
残
余
額
が
解
体
肉
コ
ス
ト
と
し
て
把
握

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一一一一一



算

牛肉部門〈一頭当り〉

計Bリ門部図3

解体部門〈ー頭当り〉

立
教
経
済
学
研
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四

O
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四
号
(
一
九
八
七
年
)

解体コスト 売上高
38.52ドjレ 39.32ドノレ

利益 0.80ドル

残余額(解体コス

ト〉

副産物 11.96ドル

38.52ドル

生牛コスト
48.58ドノレ

屠殺コスト
1. 90ドル

合計 50.48ドル

一一一一一一

さ
れ
、
牛
肉
重
量
一
で
除
す
事
に
よ
っ
て
牛
肉
ポ
ン
ド
当
り
の
コ
ス
ト
が
計
算
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
コ

ス
ト
が
牛
肉
の
〔
ボ
ン
ド
当
り
〕
販
売
価
格
と
比
較
さ
れ
て
損
益
が
計
算
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

従
っ
て
勘
定
科
目
の
上
で
は
、
先
の
残
余
額
〔
解
体
つ
ス
ト
U

が
牛
肉
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
、
貸
方
の
牛

肉
売
上
高
と
比
較
さ
れ
、
牛
肉
部
門
の
損
益
が
算
出
さ
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
表
2
・
3
の
一
九

C

二
年
七
月
か
ら
の
一
二
カ
且
の
数
値
を
使
っ
て
図
解
す
る
と
、
図
3
の
様
に
示
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
故
、
表
2
・
3
が
示
す
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
中
の
計
算
と
、

一
九
一
二
年
時
点
の
パ
ッ
ト
ナ

ム
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
ろ
計
算
〔
及
び
一
九
二

O
年
の

F
T
C
調
査
報
告
書
中
の
計
算
〕
と
は
、
基

本
的
に
同
一
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

F
T
C
調
査
報
告
書
に
依
れ
ば
、
食
肉

加
工
業
の
部
門
別
計
算
に
お
い
て
は
、

っ
て
お
ら
ず
」
、
販
売
手
数
料
等
の
販
売
費
を
含
め
た
全
て
の
費
用
が
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

チ
ャ
ン

「
製
造
費
用
と
販
売
費
用
と
の
聞
の
明
確
な
区
別
を
必
ず
し
も
行

ド
ラ

l
氏
の
理
解
さ
れ
る
様
な
「
素
価
へ
の
集
中
」
の
命
題
は
成
立
し
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
図
3
で
の
残
余
額
(
解
体
コ
ス
ト
)
の
予
想
値
が
、

「
テ
ス
ト
・
コ
ス
ト
L

又
は
「
レ
ッ
ド

コ
ス
ト
」
(
a
m
計
四
回
付
口

g
q
a
a
H
E
g
a
J
と
呼
ば
れ
、
生
牛
を
購
入
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
の
尺
度
と
さ

才工

(
食
肉
加
工
業
者
の
家
畜
業
者
に
対
す
る
優
位
な
力
関
係
の
下
で
は
)

「
加
工
費
及
び
牛
肉
の
需
要

が
不
変
で
あ
る
と
す
る
と
、
皮
革
及
び
他
の
副
産
物
の
価
値
に
お
け
る
、
生
牛
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
一
ド

ル
の
下
落
は
、

〔
従
来
の
生
牛
価
格
の
ま
ま
で
は
解
体
コ
ス
ト
を
一
ド
ル
高
め
、
利
益
を
一
ド
ル
低
く
す

る
事
に
な
る
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
為
に
結
局
〕
生
牛
価
格
に
お
け
る
同
額
の
下
落
を
引
き
起
こ
す
事
に



(
町
田
)

な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
、
っ
事
態
を
生
み
出
す
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

b 

取
替
法

次
に
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
②
固
定
資
産
の
取
替
法
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

チ
ャ
ン
ド
ラ
!
氏
は
、
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
の
、

「
些
細
な
修
繕
の
み
な
ら
ず
、
又
、
工
場
の
能
率
を
損
わ
な
い
よ
う
維
持
し
よ
う
と
す
る
、
再
建
並
び
に
改
良
の
多
額
の
支
出
を
も
、

業
務
費
用
に
時
々
賦
課
す
る
こ
と
が
、
現
在
考
察
さ
れ
て
い
る
三
社
〔
ア

l
マ
i
社、

る
よ
う
に
見
え
る
。
」

ス
ウ
ィ
フ
ト
社
、
及
び
S
-
S
社
〕
の
実
務
で
あ

と
い
う
個
所
に
着
目
し
て
取
替
法
の
採
用
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
又
、
後
の

F
T
C
調
査
報
告
書
の
中
に
も
、

「
新
規
建
設
円
費
〕
を
最
も
保
守
的
に
処
理
す
る
、
つ
ま
り
そ
れ
を
、
工
場
へ
の
追
加
の
際
に
巨
額
に
利
益
に
対
し
て
賦
課
す
ろ
の

ハ
回
開
〉

が、

P

・D
-
ア
!
?
!
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
」

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
l
氏
の
判
断
を
肯
定
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、

一
般
的
状
況
と
し
て
〔
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
の
翌
年
〕

一
九

O
六
年
で
は
、

「
減
価
償
却
の
直
線
性
償
却
〔
日
定
額
償
却
〕
概
念
が
産
業
界
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
」

と
い
う
事
実
が
一
方
に
あ
り
、
食
肉
加
エ
業
の
み
が
例
外
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
食
肉
加
工
業
に
的
を
絞
る
と
、
法
人
企

業
局
調
査
報
告
書
の
中
に
も
次
の
様
な
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
法
人
企
業
〕
局
の
調
査
官
に
、
自
分
遣
は
建
物
及
び
機
械
の
価
値
の
年
六
泌
を
ほ
ぼ
合
理
的
な
減
価
償

却
費
守
口
口
当

g
g
r円
品
名
窓
口
富
山
口
ロ
)
・
;
:
と
考
え
る
と
述
べ
た
。
」

「
食
肉
加
工
業
の
代
表
は
、

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一一一一一一
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一一二四

コ
ニ
社
の
内
二
社
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
〔
利
子
と
減
価
償
却
費
〕
の
一
方
又
は
両
方
を
牛
肉
部
門
の
勘
定
へ
移
し
、
他
の
一
社
は
利
子

と
減
価
償
却
費
の
い
か
な
る
部
分
も
個
々
の
部
門
に
配
賦
す
る
こ
と
な
く
一
般
損
益
勘
定
に
賦
課
し
た
。
」

後
者
の
引
用
文
か
ら
は
、
ア

l
マ
i
社、

ス
ウ
ィ
フ
ト
社
、

s
-
S
祉
の
三
祉
の
肉
、
減
価
償
却
費
を

「
二
社
が
部
門
別
計
算
項
目
と
し
て
(
従
っ
て
原
価
計
算
項
目
と
し
て
)

ご
社
が
期
間
原
価
と
し
て

認
識
し
て
い
た
か
、
又
は
、

二
社
が
部
門
別
計
算
項
目
と
し
て
(
従
っ
て
原
価
計
算
項
目
と
し
て
)

二
社
が
期
間
原
価
と
し
て

認
識
し
て
い
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
仮
に
後
者
だ
と
し
て
も
、

。口ささむ可円払
b
N
b

~tshH33.aN
口、
H
3
3弘
之
内
に
よ
れ
ば
、

S
-
S

社
は
公
認
会
計
士
事
務
所
プ
ラ
イ
ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
事
務
所
(
甲
山
口
0

・
巧
蕊

avgshw
の
0

・
)
の
勧
告
に
よ
っ
て
一
九

O
八
年
一

月
に
終
る
一
一
ユ
カ
月
の
会
計
期
間
か
ら
減
価
償
却
費
の
毎
期
計
上
を
開
始
い
坊
の
で
あ
る
か
ら
、
法
人
企
業
局
調
査
時
点
で
は
三
件
中
ニ

社
が
、

一
九

O
八
年
時
点
で
さ
社
が
、
減
価
償
却
制
度
を
採
用
し
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
、
制
度
と
し
て
は
、
食
肉
加
工
業
に

お
い
て
は
、
取
替
法
で
は
な
く
、
減
価
償
却
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
事
、
並
び
に
チ
ャ
ン
ド
ラ

l
氏
が
着
目
さ
れ
た
個
所
は
、
通
常
の

減
価
償
却
費
の
他
に
、
実
質
的
利
益
の
大
き
い
年
に
資
本
的
支
出
を
費
用
と
し
て
保
守
的
に
処
理
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
事
、
各
社
に
よ
る

処
理
の
不
統
一
が
あ
っ
た
事
に
言
及
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
命
題
①
②
は
共
に
成
立
せ
ず
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
の
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
を
尺
度
と
し
て
も
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ

ル
と
の
相
違
は
消
滅
し
、
資
本
利
益
率
概
念
不
成
立
の
論
拠
白
体
が
成
立
し
な
い
事
を
確
認
出
来
る
地
点
に
今
や
我
々
が
到
達
し
た
、
と



言
え
よ
う
。

c 

資
本
金
利
益
率
計
算

チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
@
自
体
の
検
討
は
、
未
だ
若
干
の
プ
ロ
セ
ス
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書

の
中
で
資
本
金
利
援
率
計
算
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

既
述
の
様
に
、
法
人
企
業
局
調
査
で
は
、
利
益
の
把
握
は
、
牛
一
頭
当
り
、
牛
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
の
利
益
額
(
食
肉
加
工
業
者
が

強
調
す
る
数
値
で
も
あ
る
)
に
第
一
義
的
な
意
義
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
報
告
書
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
利
益
を
資
本
金
に
関
連

づ
け
た
資
本
金
利
益
率
計
算
ハ
我
々
は
こ
れ
営
資
本
利
益
率
計
算
の
一
先
駆
形
態
と
考
為
~
)

へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ョ
ン
一
二
三
「
利
益
に
関
す
る
結
論
」
で
、
報
告
書
は
、

「
西
部
の
大
規
模
な
食
肉
加
工
会
社
が
、
そ
の
事
業
の
内
の
牛
肉
部
門
に
投
下
し
た
資
本
に
対
し
て
確
保
し
得
る
所
の
利
益
率
を
、
何

ら
か
の
方
法
で
正
確
に
計
算
す
る
事
は
、
全
く
で
は
無
い
に
し
て
も
殆
ん
ど
不
可
能
で
か
点
。
」

と
認
め
た
上
で
(
牛
肉
部
門
に
投
下
し
た
資
本
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
為
〉
、

ス
ウ
ィ
ブ
ト
社
の
勘
定
を
、

牛
肉
部
門
の
利
益
と
全
体
の

利
益
の
割
合
が
牛
肉
部
門
の
売
上
高
と
全
体
の
売
上
高
の
割
合
に
一
致
し
、
又
、
牛
肉
部
門
の
資
本
(
金
)
と
全
体
の
資
本
ハ
金
)
の
割

合
が
売
上
高
に
比
例
し
て
い
る
と
想
定
す
れ
ば
、

ハ
花
〉

「
ス
ワ
イ
フ
ト
社
の
牛
肉
事
業
の
利
益
は
、
牛
肉
事
業
に
割
当
う
る
資
本
金
の
約
一
二
%
で
あ
ろ
う
。
」

と
判
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
社
的
な
(
業
績
評
価
の
為
の
)
資
本
金
利
益
率
計
算
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
事
を
見
て
取
る
の
は
難
く

な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

F
T
C
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
一
九

O
三
年
度
の
報
告
利
益
は
三
百
万
ド
ル
、
普
通

株
資
本
金
は
二
千
五
百
万
ド
ル
で
あ
り
、
資
本
金
利
益
率
は
一
二
銘
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
エ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
三
五
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}
三
六

後
の

F
T
C
調
査
報
告
書
で
、
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
金
利
益
率
計
算
の
意
義
が
否
定
さ
れ
て
い
る
事
実
!
|
後
出

l
!と
対

比
す
る
と
、
資
本
利
益
率
の
史
的
研
究
に
と
っ
て
看
過
し
得
な
い
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

ア
l
マ
l
社
の
一
九
一

0
年
度
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ
ー
ト

チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
@
資
本
利
益
率
概
念
不
成
立
の
検
討
に
必
要
な
素
材
を
、
ア
l
マ
l
祉
が
公
に
し
た
最
初
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・

リ
ポ
ー
ト
(
決
算
日
は
一
九
一

O
年
一

O
月
一
一
一
一
日
、
公
表
は
同
年
一
二
万
二
四
日
)
が
与
え
て
い
る
。

「
純
投
下
資
本

(
Z
$
0
1
E
F
4
8言
8
3
に
対
し
約
六
M
M
m
に
等
し
い
利
益
は
、
我
社
が
昨
年
度
業
務
し
て
い
た
不
正
常
で
不
利

な
状
況
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
か
な
り
良
好
な
も
の

Q
a
δ

で
あ
る
。
〔
社
長
〕

J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア

i
マ
!
」

円
相
印
)

こ
こ
で
の
約
六
M
%
の
数
値
は
、
の
む
さ
§
q
n仇
Q
N

仏
附
句
宮
h
H
3
R
Q
N
C
P
-
3
3
帆
町
内
向
に
よ
れ
ば

ZIZ 
(j)1(j) 
r吋"Ir十

()I~ 

忍18
rー令lトー-
同 1J:j
炉ーIOQ
ド....IUJ
ロ
4 
0 
UJ 
rゅ

B 
cp 

ロ
r寸

ttl鵠
ι心101
に010。
00 1>-' 
bコド4

(..01・4
←叶b。
巳心1>-'

ト:l山。
001ト4

11 
0)  

ミ.0

ぷ

で
あ
り
、
分
母
は
、
貸
借
対
照
表
上
の
資
本
金
二

O
、

0
C
C、
0
0
0
0ド
ル
・
プ
ラ
ス
・
剰
余
金
七
三
、
九
八
三
、
三
二
二
・
二
八

ド
ル
の
数
値
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
六
・
一
九
%
又
は
約
六
M
M
m
と
い
う
数
値
は
、
自
己
資
本
利
益
率
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
。

両
様
な
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
は
、
ア

l
マ
1
社
に
お
い
て
一
九
一
一

1
一
二
年
度
、

一
七

I
一
一
一
年
度
に
渉
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
事
が
確
認
出
来
る
。

更
に
、

(

鈎

)

一
九
一

0
年
度
が
、
同
社
に
と
っ
て
三

O
、
0
0
0、
0
0
0ド
ル
の
社
債
を
発
行
(
一
九
O
九
年
五
月
)
後
最
初
の
決
算
と
い

う
以
外
に
は
、
他
の
年
度
と
異
な
る
条
件
は
見
ら
れ
な
い
故
(
財
務
諸
表
の
公
表
は
社
債
の
発
行
と
関
連
し
よ
う
が
)
、
資
料
的
に
は
裏

付
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
同
社
に
お
け
る
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
は
こ
れ
よ
り
も
前
三
九
0
0年
代
)
に
遡
り
得
る
と
解
釈
出
来
よ



フ。
そ
れ
故
、
チ
ャ
ン
ド
ラ

I
氏
の
命
題
①
は
、
も
し
も
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
も
含
め
て
否
定
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
〔
序
の
@
の
可
能
性
〕
事
実
に
よ
っ
て
論
駁
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
又
、
も
し
も
暗
黙
の
内
に
部
門
業
績
評
価
と
し
て
の
そ

れ
に
限
定
〔
@
の
可
能
性
。
こ
の
蓋
然
性
の
方
が
高
い
と
思
わ
れ
る
〕
し
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と

し
て
の
そ
れ
の
存
在
を
可
能
に
す
る
論
拠
が
別
途
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ス
ワ
イ
フ
ト
社
に
お
け
る
利
益
の
計
算
は
、
例
え
ば
一
九

O
六
年
の
同
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

「
〔
食
肉
加
工
〕
産
業
は
、
売
上
高
各
一
ド
ル
に
対
し
二
セ
ン
ト
未
満
の
マ
ー
ジ
ン
で
運
営
さ
れ
て
い
寸
待
。
」

な
お
、

と
あ
る
様
に
、
売
上
高
一
ド
ル
当
り
、
牛
一
頭
当
り
、
又
は
牛
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
等
の
利
益
額
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
自
己
資
本
利

益
率
へ
の
言
及
は
ア

i
マ
!
社
に
比
べ
て
極
端
に
少
な
い
。
し
か
し
、
皆
無
で
は
な
く
、
例
え
ば
一
九
一
一
年
度
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ

ー
ト
で
売
上
高
利
益
率
二

M
M
m未
満
と
い
う
指
摘
と
並
ん
で
、

「
資
本
〔
金
〕
と
剰
余
金
の
合
計
に
対
す
る
利
益
の
パ

i
セ
ン
テ
イ
ジ
〔
つ
ま
り
自
己
資
本
利
益
率
〕
は
、

私
〔
F
2
2
司・

ω当
日
常
〕

ハh
M
)

ス
ウ
ィ
フ
ト
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
最
小
門
の
自
己
資
本
利
益
率
〕
で
あ
る
よ

が
社
長
に
な
っ
て
以
来
三
九

O
三
年
四
月
以
来
〕

と
述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
そ
の
存
在
が
認
識
出
来
る
の
で
あ
る
。
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
自
体
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
に
お
い
て
も
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
売
上
高
一
ド
ル
当
り
〔
率
で
示
せ
ば
売
上
高
利
益
率
〕
、
牛
一
頭
当
り
、

又
は
牛
肉
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
の
利
益
と

い
う
「
低
利
益
」
の
公
表
効
果
を
狙
っ
た
政
策
的
配
慮
か
ら
、
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
が
外
部
に
開
示
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
と

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
釈
の
妥
当
性
は
J
-
H
・
ブ
リ
ス

Q
・
同
・
盟
宮
)
の
著
書
を
検
討
〔
後
述
〕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
よ
う
。ア
メ
リ
カ
食
肉
加
ヱ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

二
ニ
七
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そ
れ
故
、
ァ

l
マ
l
在
の
事
例
で
例
示
さ
れ
る
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
は
、
食
肉
加
工
業
(
或
い
は
ど
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
グ
)
で
一
定

の
普
及
を
見
て
い
た
と
断
じ
て
も
大
過
燕
い
で
あ
ろ
う
。

第一一一節

食
料
庁
規
制
及
び
超
過
利
得
税

一
九
一
七
年
、
前
述
し
た
様
に
食
肉
加
工
業
者
の
ラ
イ
セ
シ
ス
制
が
開
始
さ
れ
、
食
料
庁
規
制
に
よ
っ
て
最
高
利
益
の
規
制
が
為
さ
れ

〈

m∞
〉

た
。
食
料
庁
規
制
に
よ
る
利
益
の
規
制
は
、
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
に
対
し
て
は
、
二
重
に
為
さ
れ
た
。
即
ち
、
デ
ィ
グ
ィ
ジ
ョ
ン

I
(ピ

ッ
グ
・
ブ
ア
イ
ヴ
)
及
び
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

E
(中
小
企
業
)
共
、
売
上
高
利
益
率
の
上
限
は
二

M
M
で
あ
っ
た
。
文
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
ー
に
対
し
て
は
、
そ
の
事
業
内
容
別
に
、
ク
ラ
ス

I
(食
肉
事
業
)
に
対
し
て
は
総
資
本
利
益
率
九
Mm
、
グ
ラ
ス

E

(皮
革
、
右
齢
、

金
肥
、
躍
そ
の
他
の
特
製
品
事
業
)
に
対
し
て
は
総
資
本
利
益
率
一
五
Mm
が
上
限
で
あ
り
、
グ
ラ
ス

E
(そ
の
他
)
に
対
し
て
は
規
制
な

し
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
総
資
本
利
益
率
の
語
を
当
て
た
が
、
厳
密
に
は
、
そ
の
分
母
は
、
資
本
金
、
剰
余
金
、
利
子
支
払
を
伴
う
負
債
の

合
計
(
「
縄
投
資
」

6
2
E
4
8
5
8ご
で
あ
ワ
た
。

一
九
一
八
年
度
の
リ
ポ
ー
ト
で
食
料
庁
は
自
ら
の
統
制
を
次
の
様
に
評
価
し
た
。

?
で
の
様
な
〔
食
料
庁
の
〕
統
制
に
伴
、
っ
食
肉
加
工
業
者
の
、
統
制
さ
れ
た
製
品
に
対
す
る
利
益
は
、

一
九
一
七
年
一
一
月
一
日
か
ら

一
九
一
八
年
一
一
月
一
日
ま
で
の
統
制
の
最
初
の
年
度
に
お
い
て
、
監
査
済
の
諸
勤
定
に
一
不
さ
れ
る
様
に
、
そ
の
年
度
の
平
均
〔
純
〕
投

資
七
一
四
、

一
八
七
、
二

O
四
ド
ル
に
一
対
し
四

O
、
五
九
四
、
九
一
二
五
ド
ル
門
の
利
益
同
即
ち
食
料
庁
の
規
則
の
下
で
一
年
に
五
・
六

(
山
由
)

パ
ー
セ
ン
ト
の
総
資
本
利
益
率
、
つ
ま
り
そ
れ
ら
の
規
則
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
た
最
大
限
よ
り
も
か
な
り
低
い
〔
率
で
あ
っ
た
〕
0

」

こ
の
食
料
庁
の
自
己
評
価
と
は
対
照
的
に
、

F
T
C
の
依
頼
主
党
け
た
特
別
調
査
委
員
会
ハ
巧
色
付
申
円
ペ

-
U
R
E
a
-
F込
書
豆
角
一
回
目
hvco--

g
a
ω
吉
田
昌
の

E
8
1
1後
二
者
は
公
認
会
計
士
)
は
、
次
の
様
に
「
純
投
資
L

の
ク
ラ
ス
別
の
分
類
が
事
実
上
食
肉
加
工
業
者
の
任
意



〔
従
っ
て
グ
ラ
ス
別
規
制
の
形
骸
化
〕
と
な
っ
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
当
門
特
別
調
査
〕
委
員
会
は
、
食
肉
加
工
業
者
の
帳
簿
が
事
業
グ
ラ
ス
別
の
投
資
の
分
類
を
現
在
も
示
し
て
は
い
な
い
と
い
う
事
を

認
定
す
る
。
現
在
の
〔
食
料
庁
の
〕
規
制
は
、
食
肉
加
工
業
者
に
よ
っ
て
見
積
ら
れ
た
〔
「
純
投
資
」
の
〕
数
値
の
分
離
が
重
大
な
疑
惑

円
純
】
投
資
の
正
し
い
分
類
が
数
カ
月
の
集
中
的
な
作
業
を
必
要
と
す
る
と
い
う
危
険
な
基
準
で
行
わ
れ
て
い
ソ
待
。
」

を
受
け
易
く
、

更
に
総
資
本
利
益
率
に
よ
る
規
制
と
い
う
規
制
の
仕
方
自
体
が

F
T
C
に
よ
る
厳
し
い
批
判
を
招
く
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
後
述
す

る
既
述
の
様
に
一
七
年
一
一
月
に
全
法
人
企
業
に
対
す
る
超
過
利
得
税
の
法
案
が
成
立
い
時
。
こ
れ
は
戦
時
利
得
に
対
す
る
全
法
人
企
業

を
対
象
と
し
た
課
税
で
あ
り
、
「
投
下
資
本
」
(
口
目
立
E
E
4
8仲
包
)
に
対
し
て
八
Mm
を
越
え
る
利
益
に
は
一
六
%
の
税
率
を
課
す
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
投
下
資
本
」
は
一
見
し
て
受
け
る
印
象
(
総
資
本
)
と
は
異
な
り
、
付
現
金
出
資
額
、
口
現
物
出
資
額
、
，
問
払

〔
処
分
済
〕
利
益
剰
余
金
、
未
処
分
剰
余
金
、
及
び
一
定
の
無
形
資
産
額
の
ム
識
で
あ
り
、
ほ
ぽ
自
己
資
本
に
該
当
す
る
概

込
剰
余
金
、

念
で
、
細
部
の
違
い
を
間
わ
な
け
れ
ば
食
肉
加
エ
業
者
に
と
っ
て
は
馴
み
の
概
念
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
超
過
利
得
税
の
副
産
物
と
し
て
(
「
投
下
資
本
」
に
対
す
る
八
%
の
金
額
を
大
き
く
す
る
手
段
と
し
て
)
資
産
再
評
価
に

よ
る
剰
余
金
の
増
加
の
措
置
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

万

Jレ

余
。コ
再
評
価

よ
る
剰
余
金
σ〉
増
加
が
見
り
れ(ス
たちウ

フ
ト

社
で
は

ハ、
年

千
戸じ
四
万

ノレ

余

モ

ス
社
で
は

千
百
ノ、

第
四
節

F
T
C
調
査
報
告
書

食
料
庁
規
制
に
対
す
る

F
T
C
の
評
価
は
、

F
T
C
の
大
統
領
宛
報
告
書
の
次
の
文
面
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
:
:
:
委
員
会
〔
F
T
C〕
は
そ
の
任
務
を
引
受
け
、
以
下
の
事
柄
を
認
定
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

ご
ニ
九



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
一
(
一
九
八
七
年
〉

一
四
O

I 

食
料
庁
規
制
の
下
で
の
五
大
食
肉
加
工
業
者
の
最
高
利
益
は
、
不
当
に
高
い
。
こ
れ
ら
の
利
益
率
は
、

〔
第
一
次
大
〕
戦
前
の
一

九
二
一
、

一
三
及
び
一
四
年
に
獲
得
さ
れ
た
そ
れ
〔
利
益
率
〕
の
二
・
ニ
五
倍
か
ら
三
倍
で
あ
る
と
見
積
ら
れ
る
事
。

E 

そ
の
〔
食
料
庁
規
制
の
〕
規
制
計
画
は
、
〔
有
効
で
あ
る
事
の
〕
十
分
な
証
明
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
公
共
の
利

益
を
守
る
為
に
、
そ
の
計
画
は
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
事
」

こ
の
文
章
に
続
き
、
勧
告
事
項
が
七
点
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
パ
門
グ
ラ
ス
別
規
制
は
、
総
体
規
制
に
変
更
さ
れ
る
べ
き
事
、
同
「
純
投

資
」
を
分
母
と
す
る
利
益
率
〔
ほ
ぼ
総
資
本
利
益
率
〕
で
は
な
く
、
純
財
産
雪
印
件
当
0
3
3
つ
ま
り
自
己
資
本
に
対
す
る
利
益
率
に
よ
る

規
制
で
あ
る
べ
き
事
、
日
〔
規
制
の
利
益
〕
率
は
、
食
肉
生
産
を
刺
激
す
る
よ
う
屠
殺
重
量
に
基
づ
く
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
で

あ
る
べ
き
事
、
同
〔
規
制
の
利
益
率
は
〕
正
常
率
で
自
己
資
本
利
益
率
七
M
m
、

円
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
〕
屠
殺
重
量
一

O
M増
毎
に
自
己
資
本
利
益
率
を

0
・
五
銘
増
加
、
屠
殺
重
量
一

O
M減
毎
に

0
・
五
%
減
少
さ
れ
る
べ
き
事
(
最
高
限
度
、
自
己
資
本

利
益
率
九
M
m
〉
、
同
小
規
模
食
肉
加
工
業
者
へ
の
規
制
の
正
常
率
は
九
%
、
最
高
限
度
一
一
労
で
あ
る
べ
き
事
、
門
前
述
の
規
制
率
を
越

え
る
利
益
は
、
合
衆
国
財
務
長
官
に
引
渡
さ
れ
、
乃
至
は
将
来
の
政
府
購
入
門
代
金
以
に
当
て
ら
れ
る
べ
き
事
、
及
び
何
年
同
事
業
高
玉

。
万
ド
ル
未
満
を
除
く
、
全
て
の
食
肉
加
工
業
者
、
屠
殺
業
者
が
規
制
対
象
た
る
べ
き
事
、
以
上
の
七
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
勧
告
事
項
の
内
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
は
、
規
制
が
総
資
本
利
益
率
で
は
な
く
、
自
己
資
本
利
益
率

で
あ
る
べ
き
と
す
る
同
項
の
規
制
基
準
の
問
題
で
あ
る
。

F
T
C
調
査
報
告
書
に
お
い
て
自
己
資
本
利
益
率
が
規
制
基
準
と
し
て
措
定
さ

れ
て
来
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
み
よ
う
。

a 

種
々
の
利
益
率

F
T
C
調
査
報
告
書
は
、
利
益
率
を
計
算
す
る
際
の
多
様
な
基
準
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。



「
そ
れ
に
対
し
て
利
益
率
を
計
算
す
る
所
の
沢
山
の
基
礎
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
株
主
の
持
分
つ
ま
り
純
財
産
に
対
す
る
利

益
の
率
〔
自
己
資
本
利
益
率
〕
、
借
入
金
を
合
む
投
資
に
対
す
る
利
益
の
率
〔
総
資
本
利
益
率
〕
、
資
本
金
に
対
す
る
パ

l
セ
ン
テ
イ
ジ

〔
資
本
金
利
益
率
〕
、
実
際
投
資
つ
ま
り
現
金
又
は
資
産
の
実
際
価
値
に
対
す
る
パ

i
セ
ン
テ
イ
ジ
〔
有
形
資
産
利
益
率
?
〕
、
売
上
高
に

対
す
る
パ

i
セ
ン
テ
イ
ジ
〔
売
上
高
利
益
率
〕
、
全
部
原
価
に
対
す
る
パ

i
セ
ン
テ
イ
ジ
〔
費
用
価
格
利
益
率
〕
、
又
は
基
盤
を
変
え
て
、

製
品
一
単
位
当
り
(
食
肉
加
工
業
じ
お
い
て
は
一
頭
当
り
、
ポ
ン
ド
当
り
)
利
益
額
等
々
。
」

そ
の
上
で
、
食
肉
加
工
業
者
が
好
ん
で
口
に
す
る
ポ
ン
ド
当
り
利
益
(
こ
れ
は
同
時
に
法
人
企
業
局
調
査
の
キ

i
・
ワ

l
ド
で
も
あ
っ

た
)
に
対
す
る
次
の
様
な
厳
し
い
批
判
が
為
さ
れ
た
。

「
事
実
は
、
単
位
当
り
プ
セ
ン
ト
の
利
益
が
投
下
資
本
利
益
率

(
5
Z
E
石
8
8
1
H
回二口
4
8門
昆
)
に
よ
っ
て
〔
測
定
さ
れ
た
場
合
に

は
〕
法
外
な
利
益
で
あ
り
え
、
小
さ
な
利
益
と
は
程
遠
い
門
事
が
あ
り
う
る
〕
0

ポ
ン
ド
当
り
一
セ
ン
ト
の
利
益
の
合
理
性
が
そ
こ
に
お

い
て
決
定
さ
れ
う
る
唯
一
の
健
全
な
方
法
は
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を
集
計
し
、
そ
れ
を
企
業
に
投
下
さ
れ
た
資
本
と
比
較
す
る
事
で
あ

る。」よ
り
具
体
的
に
み
る
と
、

一
九
一
人
年
に
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
の
純
財
産
合
計
(
資
本
金
と
剰
余
金
の
合
計
〉
は
約
五
億
ド
ル
、
周
年

に
売
上
ら
れ
た
食
肉
重
量
約
百
億
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
食
肉
一
ポ
ン
ド
当
り
一
セ
ン
ト
の
利
益
は
、
合
計
で
一
億
ド
ル
に
上
る
。
そ
れ
故
、

「
こ
れ
円
食
肉
一
ポ
ン
ド
当
り
一
セ
ン
ト
の
利
益
〕
が
倍
増
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
結
果
の
率
|
|
つ
ま
り
ポ
ン
ド
当
り
ニ
セ
ン

ト
ー
ー
山
、
依
然
大
衆
の
心
中
に
お
い
て
『
無
視
し
う
る
』
額
で
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
一
セ
ン
ト
の
差
は
、
五
大
食
肉
加

一
O
O、
0
0
0、
0
0
0ド
ル
の
配
当
可
能
〔
利
益
増
〕
、
つ
ま
り
資
本
金
プ
ラ
ス
剰
余
金
合
計
(
五

0
0、

0
0
0、
0
0
0ド
ル
)
に
対
し
約
二

O
M
〔
の
利
益
増
〕
を
意
味
す
る
事
に
な
お
巧
o
」

工
業
者
に
と
っ
て
は
、

デ
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

四
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)

利息控除前利益 (FTCの修正値)

Morris. Wilson. Cudahy. J日". 計

事 2，707，000 1 事 1，658，000 事 1，821，000 事25，728，000
2，934，000 1 925，000 2，318，000 30，054，000 
3，057，000 1 3，642，000 2，416，000 34，828，000 
3，358，000 4，161，000 1，883，000 51，994，000 
5，879，000 6，957，000 4，417，000 71，415，000 
9，884，000 10，761，000 6，484，000 114，375，000 

27，819，000 I 28，104，000 19，339，000 I 328，394，000 

弘司 6，555，000 90，610，000 

19，121，000 21，879， 12，784，000 237，784，000 

15，654，000 147，174，000 
120 251 95 162 

四

(イタリックは損失〕

Morris. Wi1son. Cudahy. 令 計

事1，813， 000 1事 646，000 事 1，129，000 事18，035，000
1，917，000 1 272，000 1，329，000 18，581，000 
2，206，000 1 1，995，000 1，402，000 22，894，000 
2，321，000 2，464，000 724，000 37，385，000 
4，890，000 5，314，000 3，511，000 59，236，000 
8，012，000 8，319，000 4，935，000 95，639，000 

21，159，000 I 18， 466， 000 I 日，03問。 I 251，770，000 

5，936，000 2，369，000 3，860，000 59，510，000 

15，223，000 16，097，000 9，170，000 192，260，000 

132，750，000 
157 576 138 223 

控除後利益 (FTCの修正値〕



ビッグ・ファイヴの1912-1917年の支払

I Armour. I 
表5

Swift. 

1912 

1913 

1914 

1915 

1916 

1917 

144，166，000 

37，930，000 31，202，000 戦前3年間， 1912-13-14の営業利益

十4山~ I 149 

〈注) 1. 公認会計士プライス・ウォーターハウス事務所による償却前の数値。
2. 南米の利益を含まない。

〈出典) FTC Retort， Part V， p.36， Table 7. 

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

事10，883，000
13，535，000 
13，512，000 
26，541，000 
26，732，000 
52，963，000 

事 8，659，000

10，342，000 
12，201，000 
16，051，000 
27，430，000 
2 34，283，000 

108，966，000 6年間の合計

106，236，000 77，764，000 戦時3年間， 1915-16-17の営業利益

68，306，000 
180 

戦時期の超過額

超過のパーセント

ピッグ・フ 7イヴの1912-1917年の支払利息

l Armour 
表8

Swift. 

事 8，745，000
9，449，000 
9，651，000 
20，720，000 
22，672，000 

47，236，000 

事 5，702，000
6，158，000 
7，640，000 
11，156，000 
22，849，000 
2 27， 137， 000 

1912 

1913 

1914 

1915 

1916 

1917 

118，473，000 80，642，000 6年聞の合計

27，845，000 19，500，000 戦前3年間， 1912， 1913， 1914の純利益

一
四
三

90，628，000 61，142，000 戦時3年間， 1915， 1916， 1917の純利益

62，783，000 
225 

41，642，000 
214 

戦時期の超過額

超過のパーセント

〈注) 1. 減価償却前。
2. 南米の利益を含まない。

〈出典) FTC Reρort， Part V， p.37， Table 8. 
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(イタリックは損失〉

Morris. Wilson. Cudahy. d日』 計

事 1，813，000 1 $ 646，000 事 1，129，000 事17，540，000
1，917，000 1 272，000 1，329，000 18，252，000 
2，206，000 1 1，995，000 1，402，000 22，563，000 
2，321，000 2，464，000 724，000 36，104，000 
4，690，000 5，314，000 3，511，000 3 53，958，000合

6，162，000 . 6，698，000 3，985，000 72，789，000 

日，附00I 山 80，000I 221，806，000 

5，936，000 2，369，000 3，860，000 58，355，000 

「… u

8，220，000 163，451，000 

7.237ぺ 105，096，000 
122 I 511 113 180 

利用可能な純利益 (FT Cの修正値〉

一
四
四

又
、
売
上
高
一
ド
ル
当
り
利
益
門
労
で
読
替
え
れ
ば
売
上
高
利
益

率
〕
も
、
同
様
の
批
判
を
免
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
当
面
す
る
直
詩
的
な
目
的
の
為
に
は
、
し
か
し
、
資
本
利
益
率

(HFOB芯
a
m
B
E
g
-
5
8
5
8
C
が
食
肉
加
工
業
者
の
利
益

〔
を
測
定
す
る
為
〕
の
唯
一
の
健
全
な
尺
度
を
与
え
る
と
い
う
事
に
は

何
ら
疑
い
が
あ
り
得
%
山
o
」

か
く
し
て
、
製
品
一
単
位
当
り
利
益
、
売
上
高
利
益
率
(
及
び
宥
形

資
産
利
益
率
、
並
び
に
費
用
価
格
利
益
率
〉
が
除
か
れ
て
、
「
投
下
資
本

利
益
率
」
又
は
「
資
本
利
益
率
」
に
対
象
が
絞
り
込
ま
れ
る
の
で
あ

スv
。b 

資
本
金
利
益
率
計
算
へ
の
批
判

こ
の
様
に
対
象
が
絞
り
込
ま
れ
た
上
で
も
、

「
政
府
に
お
い
て
も
民
間
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
利
益
率
の

合
理
性
を
判
断
す
る
為
の
『
投
資
』
(
ニ
ロ
話
回
H
E
O
E
J
の
唯
一
最
良

の
定
義
を
何
が
構
成
し
て
い
忍
か
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
意
見
の
一
致

が
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
若
干
の
権
威
者
は
借
入
金
を
合
む
総
資

本
を
主
張
し
(
そ
れ
は
一
九
一
八
年
の
ふ
口
衆
届
食
料
庁
の
食
肉
加
工
業



ビッグ・ファイヴの1912ー 1917年の配当金又は剰余金lニ

1Armour. I 加 ift

表7

事 8，250，000
9，250，000 
9，450，000 
19，595，000 
18，943，000 
34，650，000 

事 5，702，000
6，028，000 
7，510，000 
11，000，000 
22，100，000 
2 21，294，000 

1912 

1913 

1914 

1915 

1916 

1917 

100，138，000 

26，950，000 19，240，000 戦前3年間1912-13-14で獲得された利益

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

73，634，000 6年間の合計

73，188，000 54，394，000 

l35154000! 
183 

〈注) 1.減価償却前。 2.南米の利益を含まない。 3.54. 558. 000のミスプリ。
〈出典) FTC Report. Part V. p.37. Table 9. 

戦時3年間1915-16-17で獲得された利益

46，238，000 
171 

戦時期の超過額

超過のパーセント

者
に
対
す
る
利
益
規
制
の
基
礎
で
あ
る
)
、
或
る
〔
権
威
〕
者
は
純
財
産

を
主
張
し
、
そ
し
て
或
る
〔
権
威
〕
者
は
発
行
済
資
本
金
を
主
張
し
て

い
る
。
」
従
っ
て
、
「
投
下
資
本
利
益
率
」
又
は
「
資
本
利
益
率
」
の
内
容
は
、

総
資
本
利
益
率
、
自
己
資
本
利
益
率
、
及
び
資
本
金
利
益
率
の
三
つ
の

計
算
に
絞
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

一
九
世
紀
に
全
社
的

な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
相
当
普
及
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
資
本
金
利

益
率
計
算
に
つ
い
て
次
の
様
に
批
判
し
て
、
そ
の
選
択
肢
か
ら
除
く
の

つ
ま
り
、
食
肉
加
工
業
者
の
聞
で
〔
資
本
金
に
対
し
て
剰
余

金
の
割
合
が
高
い
上
に
〕
財
務
政
策
が
大
き
く
異
な
り
、
総
資
本
利
益

で
あ
る
。

率
又
は
自
己
資
本
利
益
率
で
あ
ま
り
差
の
な
い
ア

l
マ
i
社
と
そ
リ
ス

社
の
聞
で
、

〔
株
式
会
社
へ
組
織
変
更
の
際
に
〕
剰
余
金
を
資
本
金
に

大
巾
に
組
み
入
れ
た
ア
l
マ
1
社
で
は
比
較
的
低
い
資
本
金
利
益
率

を
、
資
本
金
の
一
一
倍
の
剰
余
金
を
有
す
る
モ
リ
ス
社
で
は
異
常
に
高

い
資
本
金
利
益
率
を
、
示
し
て
し
ま
う
事
に
な
り
、

「
こ
れ
〔
資
本
金
利
益
率
〕
は
多
く
の
場
合
に
利
益
の
合
理
性
に
関

し
て
誤
っ
た
見
解
を
与
え
碍
」
の
で
除
外
す
る
の
で
あ
る
。

一
四
五



ビッグ・ファイヴの1912-1917年の総資本 (FTCの修正値〉

|;尋問社 債|支払手形|総
表8

立
教
経
済
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巻
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一
九
八
七
年
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一
四
六

本

Armour & Co. : 
1912 事76，710，000事30，000，000事10，255，000事116，965，000
1913 100，195，000 30，000，000 15，523，000 145，718，000 
1914 104，223，000 30，000，000 25，815，000 160，038，000 
1915 109，733，000 30，000，000 40，914，000 180，647，000 
1916 118，733，000 30，000，000 38，865，000 187，598，000 
1917 137，335，000 50，000，000 27，866，000 215，201，000 

Morris & Co. : 
1912 25，994，000 12，100，000 6，936，000 45，030，000 
1913 27，626，000 11，90O0O， ，O00 7，366，000 46，892，000 
1914 29，183，000 11，700，000 9，815，000 50，698，000 
1915 30，939，000 11，500，000 10，134，000 52，573，000 
1916 32，510，000 11，300O，， O00 8，648，000 52，458，000 
1917 36，000，000 11，100，000 9，249，000 56，349，000 

Cudahy Packing Co : 

1912 15，919，000 4，538，000 6，995，000 27，452，000 
1913 16，529，000 4，272，000 8，042，000 28，843，000 
1914 17，038，000 4，020，000 10，502，000 31，560，000 
1915 17，920，000 3，780，000 13，793，000 35，493，000 
1916 18，529，000 3，51749， ，O00 17，238，000 39，286，000 
1917 20，956，000 3，274，000 16，501，000 40，731，000 

Swift & Co. : 
1912 86，000，000 5，GOOO， ，OOO 15，883，000 106，883，000 
1913 104，000，000 5，000，000 24，649，000 133，649，000 
1914 108，000，000 5，000，000 39，160，000 152，160，000 
1915 112，000，000 10，000，000 39，539，000 161，539，000 
1916 125，873，000 24，500，000 32，933，000 183，306，000 
1917 138，815，000 31，311，000 38，873，000 208，999，000 

Wi1son & Co. : 
1912 16，813，000 5，145，000 8，200，000 30，158，000 
1913 16，759，000 9，844，000 4，986，000 31，589，000 
1914 15，787，000 9，300，000 6，652，000 31，739，000 
1915 22，294，000 8，689，000 17，034，000 48，017，000 
1916 23，945，000 8，099，000 14，514，000 46，558，000 
1917 28，383，000 15，000，000 18，207，000 61，590，000 

ピッグ・ファイヴ合計:

1912 221，436，000 56，783，000 48，269，000 326，488，000 
1913 265，109，000 61，016，000 60，566，000 386，691，000 
1914 274，231，000 60，020，000 91，944，000 426，195，000 
1915 292，886，000 63，969，000 121，414，000 478，269，000 
1916 319，590，000 77，418，000 112，198，000 509，206，000 
1917 361，489，000 110，685，000 110，696，000 582，870，000 

資会計年度の期首

FTC Report， Part V， p.42， Table 10. 〈出典〉



ビッグ・ファイブの1912-1917年の総資本利益率

IArmour.j Sw出 M州Wilson吋 15社合計

パセシパセンノfーセγパセンパセシパセン
ト ト ト ト ト

1912 7.4 10.2 6.0 5.5 6.6 7.9 

1913 7.1 10.1 6.3 2.9 8.0 7.8 

1914 7.6 8.9 6.0 11.5 7.7 8.2 

1915 8.9 16.4 6.4 8.7 5.3 10.9 

1916 14.6 14.6 11.2 14.9 11.2 14.0 

1917 1 15.9 25.5 17.5 17.5 15.9 19.6 

表9

12.1 

8.0 

15.2 

竺]

ゴ
いD州

戦前3年間， 1912-13-14の'"， I I 7.4 I 平均 I I・1

戦時3年間， 1915-16-17のI，...... I 
平均 I 13.3 I 

〈注) 1. 南米事業の利益を合まなL、。
〈出典) FTC Retort， Part V， p. 42， Table 11. 

6年間の平均

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

こ
の
様
に
し
て
「
投
下
資
本
利
益
率
」
又
は
「
資
本
利
益
率
」
の
内

容
は
、
総
資
本
利
益
率
と
自
己
資
本
利
益
率
に
限
定
さ
れ
て
来
る
の
で

あ
る
。

C 

総
資
本
利
益
率
か
自
己
資
本
利
益
率
か

F
T
C
調
査
報
告
書
で
は
、
ピ
ッ
グ
・
フ
ァ
イ
ヴ
の
決
算
数
値
を
そ

の
ま
ま
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
各
企
業
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基

に
し
て
、
売
よ
高
か
ら
直
接
材
料
費
、
直
接
加
工
費
、
販
売
費
、
管
理

費
を
控
除
し
、
こ
れ
に
受
取
賃
貸
料
、
受
取
利
息
、
受
取
配
当
金
等
雑

収
入
を
加
算
し
、
更
に
(
借
入
金
へ
の
支
配
利
息
を
除
く
)
雑
支
出
を
控

除
す
る
と
い
う
手
続
き
で
支
払
利
息
控
除
前
利
益
の
表
5
を
算
定
し
、

そ
こ
か
ら
支
払
利
息
を
控
除
し
て
表
6
を
算
定
し
、
更
に
表
6
か
ら
所

得
税
、
超
過
利
得
税
を
控
除
し
て
配
当
可
能
利
益
の
表
7
を
算
定
し
て

い
る
。又
、
総
資
本
・
を
表
8
の
様
に
把
握
し
、
表
5
と
8
か
ら
表
9
の
総
資

本
利
益
率
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
資
本
を
表
日
の
様
に
把
握

し
、
表
6
と
叩
か
ら
表
口
の
自
己
資
本
利
益
率
を
、
又
、
表
7
と
叩
か

ら
表
四
の
自
己
資
本
配
当
可
能
利
益
率
を
求
め
て
い
る
。

一
四
七
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ビッグ・ファイヴの1912-1917年の自己資本 (FT Cの修正値〉

|資本金|費計又叶 財純

表10

会計年度の期首崎

4
2
3
4
5
6
7
2
3
4
5
6
7
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3
4
5
6
7
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噌
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噌

i
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i
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4

守
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J
1
4
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句

i
句
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句

i
吋

i

q
u
Q
u
q
v
A
3
0
3
n
E
Q
U
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U
Q
d
q
u
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q
u
r
t
o
u
ハ
ヨ
ハ
ヨ

q
u
q
u
《日

•• 
τ
i
守

i
司

B
A
-
-晶
噌

4
1
A

寸

i
1
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1
1
1ム
1
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句

i
o
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i
1
4
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4
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-

-

-
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W

0
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d

 

&

い

い
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i

t

 

u

r
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仰
叫

VA

噌

1A

m

F

ゆ

山

A

M

C

 

56，710，0001 $ 76，710，000 
80，195，0001 100，195，000 
84，223，0001 104，223，000 
89，733，0001 109，733，000 
98， 733， 0001 118， 733， 000 
37，335，0001 137，335，000 

ゆ

mv
n
H
v
n
H
U
A
H
V
A
H
V
A
H
V
A
H
v
 

n
u
n
u
n
u
n
v
A
H
V
《

U

n
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u
n
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n
u
n
U
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U
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H
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n
U
A
U
A
U
凸

U
n
u
n
u

の
泊
。
，
a
の
4
の
L
n
A
n
u
守
司
目
&

命
事

25，994，000 
27，626，000 
29，183，000 
30，939，000 
32，510，000 
36，000，000 

22，994，000 
24，626，000 
26，183，000 
27，939，000 
29，510，000 
33，000，000 

15，919，000 
16，529，000 
17，038，000 
17，920，000 
18，529，000 
20，956，000 

3，919，000 
4，529，000 
5，038，000 
5，920，000 
6，529，000 
6，956，00。

ハ
HV
ハ
HV
ハ川
V
ハ
HV
ハ
HV
ハ
HU

ハ
HVAHvnHV
《
HVAHvnHu

n
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n
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ハ
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U
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U
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U
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U
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A
U
n
u
n
v
A
U

八

HV
ハ
HVAHvnHU
ハ
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ハ
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ハけ》ハ
HV
ハ
HvnHVAHvnHV
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U
n
U
ハ
U
ハ
U
ハ
U

ハ
U
n
u
n
u
n
u
n
U
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U

，
，
，
，
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，
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，
，
，
，
，
 

Q
d
qふ
司
υ
うえ

U
9
d
o
a
o
G
9
b
。，
U9hH
。
A
d佳

噌

l
晶
司

aム
司
自
ム
司

aA
噌

'A
噌

EA

86，000，000 
104，000，000 
108，000，000 
112，000，000 
125，873，000 
138，815，000 

26，000，000 
29，000，000 
33，000，000 
37，000，000 
50.873.000 
63; 815; 0001 

60， 000， 0001 
75， 000， 0001 
75， 000， OOO[ 
75，000，000 
75，000，000 
75，000，000 

16，813，000 
16，759，000 
15，787，000 
22，294，000 
23，945，000 
28，383，000 

30，000，000 
30，000，000 
30，000，000 
29，835，000 
29，706，000 
30，133，000 

一
四
八

125，000，0001 221，436，000 
140， 000， OOO[ 1 265，109，000 
140， 000， OOOi 1 274，231， 000 
139，835，000j 1 292，886，000 
139， 706， 0001 319， 590，000 
222，133，000361，489，000 

〈注) Wilson & Co. Inc.の純財産が資本金よりも小さいのは，暖簾を除いた為。
〈出典) F'TC Report， Part V， p. 43， Table 12. 

1912 
1913 
1914 
1915 
1916 
1917 

Wilson & CO， Inc. : 
1912 
1913 
1914 
1915 
1916 
1917 

ビッグ・ファイヴ合計:

1912 
1913 
1914 
1915 
1916 
1917 

Swift & Co. : 



ビッグ・ファイヴの1912-1917年の自己資本利益率
〈イタリックは損失〉

片山w出 IMorris w叫 u叫社合計
ノミーセンパーセンノfーセンパーセンパーセヤーセン
ト ト ト ト トト

1912 7.4 10.2 7.0 戸 3.8 7.1 i 8.1 

1913 6.1 9.1 6.9 2 1.6 8.0 7.0 

1914 7.3 8.9 7.6 2 12.6 8.2 8.3 

1915 10.2 18.5 7.5 11.1 4.0 12.8 

1916 19.2 18.0 15.0 18.9 18.5 

1917 1 19.8 34.0 22.3 29.3 23.5 26.5 

表11

7.8 

19.4 

7.8 

16.0 

6年間の平均

〈注) 1. 南米事業の利益を含まなh、。
2 減価償却前の比率。

〈出典) FTC Retort. Part V. p. 44. Table 13. 

戦前3年間.1912-13-14の
平均

戦時3年間.1915-16-17の
平均

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

ビッグ・ファイヴの1912-1917年の自己資本配当可能利益率
〈イタリックは損失〉

Mor出 Wi叫udahy.15問Armour. Swift. 

パーセンパーセンノfーセンパーセンパーセンノfーセン
ト ト ト ト ト

1912 7.4 9.6 7.0 2 3.8 7.1 8.0 

1913 6.0 8.9 6.9 2 1.6 8.0 6.9 

1914 7.2 8.8 7.6 2 12.6 8.2 8.2 

1915 10.0 17.5 7.5 11.1 4.0 12.3 

1916 18.6 15.0 14.4 22.2 18.9 16.9 

1917 1 15.5 24.9 17.1 23.6 19.0 20.0 

表12

12.8 

7.7 

16.8 

。0• 噌
'
晶

司

aム

7.8 

14.3 

戦前3年間.1912-13-14の|
平均

戦時3年間， 1915-16-17の
平均

6年間の平均
-
四
九

〈注) 1. 南米事業の利益を含まなh、。
2. 減価償却前の比率。

〈出典) FTC Retort， Part V， p. 44. Table 14. 
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O

興
味
深
い
事
に
は
、
表
5
1
7
の
利
益
に
つ
い
て
、
三
つ
の
観
点
か
ら
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
待
。
つ
ま
り
、
付
産
業
の
観
点

か
ら
は
、
借
入
金
を
含
む
全
投
下
資
本
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
(
表
5
〉
、
同
法
人
企
業
の
観
点
か
ら
は
、
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
利
益

つ
ま
り
社
債
権
者
や
銀
行
家
へ
の
利
息
を
控
除
後
の
利
益
(
表
6
)
、
同
個
々
の
株
主
の
観
点
か
ら
は
、
所
得
税
控
除
後
の
配
当
可
能
利

益
(
表
7
〉
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
資
本
利
益
率
に
ま
で
延
長
す
れ
ば
、
表
9
の
総
資
本
利
益
率
は
産
業
の
観
点
か
ら
最

も
重
要
な
比
率
、
表
日
の
自
己
資
本
利
益
率
は
法
人
企
業
の
観
点
か
ら
最
も
重
要
な
比
率
、
表
ロ
の
自
己
資
本
配
当
可
能
利
益
率
は
株
主

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
比
率
、
と
い
う
解
釈
に
導
き
得
る
興
味
深
い
見
解
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
も
せ
よ
表
5
1
U
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
次
の
様
に
把
握
さ
れ
る
。

「
従
っ
て
、
種
々
の
視
点
か
ら
、
食
肉
加
工
業
者
の
利
益
が
、
戦
時
の
最
初
三
年
〔
一
九
一
五

1
一
七
年
〕
に
非
常
に
増
加
し
た
事
、

及
び
こ
の
増
加
は
、
金
額
の
み
で
な
く
、
資
本
利
益
率
に
お
い
て
も
又
事
実
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
る
。
も
し
五
大
会
社
が
戦
前
一
ニ
年

問
、
つ
ま
り
一
九
一
二
年
、

一
九
一
四
年
に
お
い
て
適
正
な
利
益
を
生
み
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

二
ハ
年
、
及
び
一
九
一
七
年
に
お
け
る
戦
時
の
利
益
が
適
正
な
利
益
の
一
一

1
三
倍
で
あ
る
事
は
明
白
で
ん
刊
。
」

一
九
二
ニ
年
、

一
九
一
五
年
、

九

こ
の
認
識
が

!
l倍
率
が
ニ
・
二
五
倍
か
ら
一
二
倍
と
よ
り
精
融
化
さ
れ
て

l
l先
に
引
用
し
た
大
統
領
宛
報
告
書
の

I
に
要
約
さ
れ
て

い
る
事
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
無
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
局
面
で
は
、
総
資
本
利
益
率
と
自
己
資
本
利
益
率
が
言
わ
ば
同
等
の
地
位
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

F
T
C
に
あ
っ
て

は
、
食
肉
一
ポ
ン
ド
当

η利
益
の
基
準
に
反
駁
し
た
計
算
例
に
窺
わ
れ
る
様
に
、
又
、
よ
り
明
確
に
は
大
統
領
宛
報
告
書
の
勧
告
事
項
口

に
一
ボ
さ
れ
た
様
に
、
自
己
資
本
利
益
率
の
主
張
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
勧
告
事
項
同
を
よ
り
詳
細
に
示
し
て
み
よ
う
。

コ
九
一
七
年
一
一
月
一
日
の
純
財
産
(
発
行
済
株
式
と
剰
余
金
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
実
際
の
投
下
資
本
)
は
、
そ
れ
に
対
し
て
全
て



の
食
肉
加
工
業
者
(
大
規
模
、
小
規
模
一
共
)
に
認
可
さ
れ
た
利
益
率
が
計
算
さ
れ
る
べ
き
基
礎
で
あ
る
べ
き
事
、
及
び
基
礎
と
し
て
の
総

売
上
高
並
び
に
五
大
食
肉
加
工
業
者
に
の
み
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
『
縄
投
資
』
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
事
。
借
入
金
を
含
む
『
純
投
資
』

は
、
過
度
の
借
入
と
い
う
理
由
で
批
判
さ
れ
得
る
し
、
〔
そ
う
で
無
い
事
を
〕
証
明
す
る
の
に
非
常
に
困
難
な
数
値
で
あ
る
。
他
方
『
純

財
産
は
種
々
の
食
肉
加
工
業
者
の
一
間
で
よ
り
単
純
で
よ
り
公
平
で
あ
り
、
大
衆
に
と
っ
て
も
よ
り
公
正
で
あ
る
〔
か
ら
で
あ
…

moL

総
資
本
利
益
率
で
は
、
借
入
金
を
増
や
せ
ば
増
す
だ
け
総
資
本
が
大
き
く
な
り
、
同
一
額
の
利
益
に
対
し
て
よ
り
小
さ
い
総
資
本
利
益

率
を
算
定
し
得
る
事
に
な
り
、
過
度
の
借
入
に
導
き
易
い
為
、
総
資
本
利
益
率
で
は
な
く
自
己
資
本
利
益
率
を
基
準
に
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
明
確
な
主
張
で
あ
る
Q

か
く
し
て
、

F
T
C
に
お
い
て
は
「
投
下
資
本
利
益
率
L

又
は
「
資
本
利
益
率
し
の
内
容
は
、
自
己
資
本
利

益
率
と
し
て
措
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

d 

会
計
専
門
家
の
見
解

F
T
C
の
自
己
資
本
利
益
率
の
主
張
は
、

F
T
C
調
査
に
加
わ
っ
た
会
計
専
門
家
の
見
解
に
大
き
く
負
っ
て
い
る
。
既
出
の

F
T
C
の

依
頼
を
受
け
た
特
別
調
査
委
員
会
(
三
者
中
ニ
者
は
公
認
会
計
士
〉
は
一
致
し
て
こ
う
主
張
し
て
い
る
。

「
利
益
率
は
、
企
業
の
純
財
産
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
資
本
金
プ
ラ
ス
剰
余
金
に
対
し
て
〔
計
算
さ
れ
る
べ
き
〕
で
あ
る
。

純
財
産
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
株
主
が
利
益
に
対
し
て
資
格
を
有
す
る
所
の
投
資
の
尺
度
で
あ
る
。
」
〈
傍
点
は
引
用
者
)

こ
の
「
投
資
の
尺
度
」
と
い
う
見
解
並
び
に
こ
れ
ま
で
の
行
論
か
ら
判
断
す
る
と
、

F
T
C
に
よ
る
自
己
資
本
利
益
率
の
主
張
は
、
食

肉
加
工
業
者
の
利
益
規
制
と
い
う
「
直
接
的
な
目
的
」
に
隈
定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
食
肉
加
工
業
企
業
の
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準

と
し
て
の
自
己
資
本
利
益
率
の
主
張
と
読
替
え
て
も
差
支
え
無
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
特
別
調
査
委
員
会
の
一
員
で
も
あ
る
ニ
ュ

I

・

更
じ
重
大
な
論
点
を

ヨ
ー
ク
の
公
認
会
計
士
事
務
所
司
耳
目
。
可
巳
R
8
h
v
n。
.
の
次
の
指
摘
は
、
こ
の
読
替
え
を
支
持
す
る
と
共
に
、

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
エ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一五
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提
供
し
て
い
る
。

「
利
益
率
は
、
企
業
の
純
財
産
、
つ
ま
り
資
本
金
プ
ラ
ス
剰
余
金
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
、
我
々
は
主
張
す
る
。
:
:
・
そ
れ

、
、
(
別
)

資
本
利
益
率
〕
は
、
産
業
企
業
Q
E
E
E回目

g
B
G
ユ
曲
目
的
)
を
判
断
す
る
通
常
の
方
法
で
あ
る
よ
(
傍
点
は
引
用
者
)

〔
自
己

こ
の

H
M
O吋
-
O一司

γ向
。
門
田
m
w
h
r

の
0
・
の
指
摘
(
一
九
一
八
年
六
月
)
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

単
に
食
肉
加
工
業
の
み
な
ら
ず
、
製
造
業
全
体

に
お
い
て
一
九
一
八
年
時
点
で
、
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
自
己
資
本
利
益
率
の
計
算
が
普
及
し
て
い
た
と
結
論
し
得
る
可
能

性
を
有
す
る
事
と
な
ろ
う
。
勿
論
、
製
造
業
全
体
へ
一
般
化
す
る
に
は
未
だ
実
証
不
足
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
論
を
導
き
得
る
可
能
性
が

存
在
す
る
事
、
及
び
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
来
た
諸
事
実
と
重
ね
る
と
、
少
く
と
も
食
肉
加
工
業
仁
お
い
て
一
九
一

0
年
代
に
、
全
社
的
な

業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
自
己
資
本
利
益
率
計
算
が
普
及
し
て
い
た
事
を
結
論
づ
け
る
の
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

ハ
位
〉

NW臣
、
言
語
q
h
.
0
色
、
』
守
口
、
白
町
な

5
.
N
N司
』
守
口
ミ
旭
日
u-MO由・

(

臼

)

包

H.R・
-6・
H
S
l
g由・

(
臼
)
の

g
円
四
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開
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司
三
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回
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4
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件
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目
立
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申
司
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ロ
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E
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¥
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。
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印
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目
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F

S
お
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切
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義
訳
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財
務
会
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経
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溜
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|
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
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一
九
五
七
年
、
一
四
一
ペ
ー
ジ
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(
刊
〉
切
居
可
向
喜
久
。
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企土
11¥ロ
弓占b
匝問

序
で
我
々
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
が
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
に
お
け
る
会
計
の
さ
一
つ
の
基
本
タ
イ
プ
を
尺
度
と
し
て
、
食
肉
加
工
業
で
は

財
務
会
計
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
命
題
①
原
価
計
算
に
お
け
る
素
価
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
、
原
価
会
計
の
基
準
を
、
命
題
①

取
替
法
の
利
用
に
よ
っ
て
、
資
本
会
計
の
基
準
を
、
夫
々
満
た
し
て
い
な
い
事
、
従
っ
て
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
~
統
合
」
の
不
成
立
が

論
証
さ
れ
る
以
上
、
命
題
@
一
九

0
0年
代
及
び
一
九
一

0
年
代
に
お
い
て
食
肉
加
工
業
に
お
い
て
資
本
利
益
率
概
念
は
成
立
し
な
い
と

い
う
主
張
を
さ
れ
て
い
る
事
を
理
解
し
た
。

又
、
命
題
@
自
体
が
、
@
全
社
的
な
業
績
評
価
基
畢
と
し
て
の
資
本
利
益
率
を
含
め
て
否
定
さ
れ
る
か
、
@
暗
黙
の
内
に
部
門
業
績
評

価
と
第し
-て
節の
そ
れ

限
定
し

否
定
さ
れ
る
か

の
両
者
の
可
能
性
が
あ
り
、
@
の
蓋
然
性
が
高
い
事
を
理
解
し
た
。

チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
①
⑦
及
び
①

「
家
畜
並
び
に
牛
肉
に
関
す
る
価
格

状
況
の
調
査
、
及
び
ト
ラ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の
形
態
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
食
肉
の
取
引
を
支
配
し
て
い
る
か
(
否
か
〉
の
調
査
L

と

い
う
限
定
さ
れ
た
目
的
を
有
す
る
調
査
で
あ
り
、
食
肉
加
工
業
の
会
計
の
内
容
を
検
討
す
る
に
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
一
一
一
口
え
な
い
と
い
う

事
実
を
前
提
に
し
た
上
で
、
内
容
を
検
討
す
る
と
、
後
の

F
T
C調
査
報
告
書
や
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
G
-
E
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
が
説
明
し
て

チ
ャ
ン
ド
ラ
!
氏
が
命
題
①
②
を
導
出
さ
れ
た
論
拠
と
な
る
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
自
体
が
、

い
る
部
門
別
計
算
と
基
本
的
に
同
一
の
枠
組
の
計
算
が
実
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
命
題
①
②
は
共
に
成
立
し
な
い
と
判
断
さ
れ
'

Tこ
• 従

っ
て
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
に
お
け
る
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
を
基
準
と
す
る
限
り
、
食
肉
加
工
業
の
会
計
は
i

デ
ュ
ポ
ン
・

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
五
五
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八

七

年

〉

一

五

六

モ
デ
ル
と
同
様
な
「
統
合
」
を
遂
げ
て
い
た
と
い
う
結
論
を
引
き
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
資
本
利
益
率
概
念
不
成
立
と
い
う
命

題
一
般
は
導
出
出
来
無
い
事
と
な
ろ
っ
。

そ
の
際
、
部
門
業
績
評
価
基
準
と
全
社
的
業
績
評
価
基
準
を
般
別
す
べ
し
と
す
る
我
々
の
観
点
か
ら
は
げ
付
全
社
的
業
績
評
価
基
準
と

し
て
の
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
は
、

ωア
I
マ
l
社
の
一
九
一

0
年
度
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ
J
ト
及
び
ス
ウ
ィ
ブ
ト
社
の
一
一
年
度
の

ア
ニ
ー
ア
ル
・
リ
ポ
ー
ト
等
か
ら
、
少
く
と
も
一
九
一

0
年
代
に
は
、
食
肉
加
工
業
に
お
い
て
白
己
資
本
利
益
率
計
算
と
し
て
存
在
し
た

事
、
例
状
況
証
拠
か
ら
す
る
と
、

一
九

0
0年
代
に
迎
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
事
、
並
び

ι
ω
w
F
T
C
調
査
、
特
に
特
別
調
査
委
員
会
の

指
摘
か
ら
は
自
己
資
本
利
益
率
計
算
が
一
九
一
八
年
時
点
で
食
肉
加
工
業
に
お
い
て
普
及
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
、
同
時
に
〔
実
務
の
普

及
に
は
一

O
年
程
度
の
期
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
〕
上
記

ω伺
が
追
認
さ
れ
う
る
事
、
以
上
か
ら
、
食
肉
加
工
業
に
お
い
て
一
九

O

。
年
代
、
並
び
に
一

0
年
代
に
自
己
資
本
利
益
率
概
念
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
事
が
由
来
る
。

更
に
、
伺
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
チ
ャ
ン
ド
ラ

I
氏
と
結
論
を
同
じ
く
す
る
。
何
故
な

ら
、
一
九
五

0
年
代
に
お
い
て
す
ら
、
「
供
給
の
変
動
性
、
製
品
の
腐
敗
性
、
需
要
の
季
節
性
お
よ
び
家
畜
の
買
唱
え
値
を
つ
け
る
に
あ

た
っ
て
考
産
さ
れ
る
価
値
判
断
と
が
重
な
っ
て
、
食
肉
パ
ッ
カ
!
に
と
っ
て
は
、
原
価
プ
ラ
ス
〔
目
標
利
益
〕
基
準
に
基
づ
い
て
価
格
設

定
す
る
事
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
パ
ッ
カ

i
は
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
『
食
肉
価
格
が
1

コ
ス
ト
を
決
定
す
る
』
と

(

m

)

 

い
っ
た
方
が
よ
り
正
し
い
と
み
て
い
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)
の
で
あ
り
、
部
門
に
お
い
て
は
資
本
利
益
率
工
り
も
利
益
額
(
又
は
損
失

額
)
が
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
'
ら
で
あ
る
。
但
し
こ
の
点
は
、
よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
し
、
資
本
利
益
率
概
念
否

定
に
つ
い
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
l
氏
と
は
異
な
る
論
拠
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
第
三
節
で
検
討
す
る
。

J
-
H
・
プ
リ
ス
『
経
営
管
理
に
於
け
る
財
務
及
び
営
業
諸
比
率
』

第
二
節



全
社
的
業
績
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
に
関
す
る
刊

1
付
の
論
点
を
補
強
し
、
更
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
一
九
一
一
年
度
の
ア
ニ
ュ
ア

ル
・
リ
ポ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
自
己
資
本
利
益
率
計
算
が
同
社
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
単
位
当
り
利
益
と
い
う
「
低
利
益
」
の
公
表

効
呆
を
狙
っ
た
政
策
的
配
慮
か
ら
外
部
に
開
示
さ
れ
る
機
会
が
，
少
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
と
す
る
先
の
見
解
を
裏
付
け
る
意
味
で
、

f
-

H
畑
プ
リ
え
の
著
書
を
検
討
す
る
。

寡
聞
の
限
り
自
己
資
本
利
益
率
を
明
示
的
に
取
扱
っ
た
最
初
の
書
物
で
あ
る
、

J
-
H
・
プ
リ
ス
『
経
営
管
理
に
於
け
る
財
務
及
び
営

(

問

)

業
諸
比
率
』

!
lア
l
マ
i
社
が
危
機
を
迎
え
た
と
同
年
一
九
二
三
年
に
公
刊
1

1
の
内
容
に
、
食
肉
加
工
業
の
実
務
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
書
の
第
八
章
で
売
上
高
利
益
率
、
第
九
章
で
資
本
金
利
益
率
、
第
一

O
辛
で
総
資
本
利
益
率
等
種
々
の
比
率
に
言
及
し
て
い
る
も
の

の
、
プ
リ
ス
は
ふ
第
七
草
「
純
利
益

G
R
1
5
z
a
F
0
2
6
の
純
財
産
へ
の
闘
連
」
で
自
己
資
本
利
益
率
を
取
扱
い
、

寸
純
利
益
の
純
財
産
へ
の
関
連
l
|
』
株
主
持
分

(aREo-aR回
二
回

4
8
5
8
C
に
対
し
て
獲
得
さ
れ
た
〔
純
利
益
の
〕
パ

i
セ
ン
テ
イ

(

瑚

)

ジ
|
|
〔
つ
ま
り
自
己
資
本
利
益
率
〕
は
、
当
該
比
率
を
除
く
全
て
の
関
連
並
び
に
尺
度
の
最
終
的
要
約
で
あ
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
〉

と
述
べ
、
高
い
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
な
位
置
づ
け
は
、
既
に
序
論
に
お
い
て
次
の
様
に
な
さ
れ
て
い
る
。

つ
企
業
組
織
の
商
業
よ
の
成
功
は
、
株
主
あ
る
い
は
所
有
者
の
資
本
ハ

-20凹
5
8
H
)
に
対
す
る
公
正
な
競
争
的
利
益
を
獲
得
す
る
能

力
で
制
制
定
さ
れ
る
。
純
利
益
、
つ
ま
り
純
財
産
に
対
し
て
企
業
が
獲
得
し
た
利
益
は
、
販
売
、
生
産
(
O
官
百
江
口
問
)
、
財
務
の
コ
一
機
能
全
て

(

叫

)

に
お
け
る
企
業
の
管
理
の
業
績
の
最
終
尺
度
で
あ
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

こ
の
ぜ
自
己
資
本
利
益
率
を
中
心
と
す
る
ブ
リ
ス
の
体
系
に
、
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
実
務
、
特
に
ス
ウ
ィ
グ
ト
社
の
そ
れ
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
J
ー
ブ
リ
ス
が
間
警
の
序
文
で
次
の
様
な
謝
時
を
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一。五七

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率
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八

七
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)

一

五

八

、
、
、
、
、
、
、

豆
者
者
は
こ
の
仕
事
に
お
い
て
示
さ
れ
た
思
考
を
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
の
〔
会
計
主
任
〕

J
-
M
-
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

Q
・
戸
。
F
呂
田
町
窃
〉
氏

に
大
き
く
負
っ
て
い
る
事
を
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
思
考
は
、
彼
と
の
協
同
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
し
た
。
同
じ
く
ス
ウ
ィ
フ
ト

社
の

G
・
M
-
ペ
ル
ト
ン
(
の
・
民
-
M
M
O
P
O
H
H
)

及
び
E
・
I
・ハ

i
ス
(
出
-

H

・
国
同
目
的
〉
両
氏
は
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
及
び
統
計
の
作
成
に

(

鴎

)

多
大
の
援
助
を
与
え
て
く
れ
た
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
〉

ち
な
み
に
、
J
・
M
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
商
業
調
査
部
門
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

L
・
D
-
H
・
ウ
ェ
ル
ド
や

-u・
同
・
巧
団
富
〉

の
証
言
に
関
連
し
て
、
次
の
様
に
自
己
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

「
シ
ェ
パ
ー
ド
上
院
議
員
〔
質
問
〕
貴
社
の
昨
年
〔
一
九
一
八
年
〕
の
利
益
マ
ー
ジ
ン
は
ど
う
で
し
た
。

ウ
品
ル
ド
氏
〔
証
言
ハ
}
二
セ
ン
ト
弱
で
し
た
。

シ
ェ
パ
ー
ド
上
院
議
員
〔
質
問
〕
そ
れ
は
回
転
〔
H
売
上
高
〕
一
ド
ル
当
り
で
、
資
本
金
に
対
し
て
で
は
-
な
い
で
す
ね
。

ハ
蜘
)

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
氏
〔
証
言
〕
そ
れ
は
資
本
〔
金
一
〕
及
び
剰
余
金
に
対
L
約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
」

も
う
一
点
食
肉
加
工
業
と
の
関
連
を
示
す
証
拠
を
示
す
と
、
同
書
の
プ
リ
ス
の
一
肩
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

。。宮町可。
H
U
H
-
ロ
ぴ
げ
〕
♂
宮
門
H
A
O同
日
除

ロσσ
〕

刊

一

同

2
5
2
q
ω
2
2
g弓
富
山
寸
円
8
2
2
3
ω日mw
ぬ
句
H
W

。。。旬。吋待。。同
H
H
]
U

田口
U
1

・

91目nomc
一
の
宮
町

H
g
g
-
p
s
E

門
司
氏
一
問
。
弘
司
ロ
官
庁
〉

2
2忠
告
叶

通
常
最
後
の
公
認
会
計
士
の
資
格
の
み
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
彼
は
食
肉
加
工
業
の
統
一
会
計
基
準
作
成
委
員
会

の
委
員
長
で
あ
り
、
リ
ピ
ィ
・
マ
タ
ネ
イ
ル
・
リ
ピ
ィ
社
(
缶
詰
事
業
を
行
な
う
ス
ウ
ィ
ブ
ト
社
の
子
会
社
)
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。



カット・アウト・テストの要約

180-220 220-240 2ポ40シド27の0伺値ポンドの価値 ポッドの価値

生ポ体ンド10当0![1ひ00れ肉ポン生体 10当~Iひれ肉ポ
ポンド当100 ン ポンド 100 ン
り ド当り り ド当り り ド当り

赤身肉 $ 14.03 $ 20.00 事吋事 18.39$ 12.7割引 $ 17.74 
脂身，ラード 6.02 8.61 5.981 8.42 5.401 7.46 

あばら肉， トリム等 2.43 3.51 2.271 3.18 2.081 2.91 

豚の C購入ユコスト 20.44 20.69 20.2 

不良品ロス .10 .10 .10 

処理費，間接費 1. 70 1. 50 1. 30 

総原価 22.24 31. 74 22.29 31.17 21. 61 30.01 

総価値 22.48 32.12 21. 44 29.99 20.21 28.11 

方ッティング・マージン十 .24 十 .38一 .85
先週のマージン 十 .56十 .81一 .45一 .631-1.231 -1.69 

表13

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
ヱ
業
と
自
己
資
本
利
益
率

The Natiollal Provisioller， Feb. 15， 1958. 
A.D. H. Kaplan， J.B. DirJam， and R.F. LanziJlotti， Pricillg ;11 Big 
Busilless， p.41. 

〈原典〉
〈出典〉

以
上
の
事
実
か
ら
、
自
己
資
本
利
益
率
を
中
核
と
す
る
同
書
の
内
容

に
、
食
肉
加
工
業
の
財
務
管
理
実
務
、
と
り
わ
け
ス
ウ
ィ
フ
ト
祉
の
そ

れ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
事
が
確
認
出
来
る
で
あ
ろ

ゐ
ノ
。

第
三
節

部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率

一
九

0
0年
代
及
び
一

0
年
代
の
食
肉
加
工
業
に
“
お
け
る
、
部
門
業

績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概
念
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
チ
ャ

ン
ド
ラ
I
氏
と
共
に
不
成
立
を
主
張
す
る
。
理
由
は
先
に
簡
単
に
触
れ

た
様
に
、
部
門
別
計
算
に
お
い
て
は
、
利
益
額
又
は
損
失
額
が
業
績
評

価
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
、
資
本
利
益
率
が
、
利
用
さ
れ
て
は
い
芯
か

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
Q

先
に
引
用
し
た
吋
供
給
の
変
動

性
、
製
品
の
腐
敗
性
、
需
要
の
季
節
性
お
よ
び
家
畜
の
買
唱
え
値
を
つ

け
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
価
値
判
断
と
が
重
な
っ
て
、
食
肉
パ
ツ

カ
ー
に
と
っ
て
は
、
原
価
プ
ラ
ス
〔
目
標
利
益
U

基
準
に
基
づ
い
て
価

格
設
定
す
る
事
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
パ
ッ
カ

i
は、

少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
『
食
肉
価
格
が
コ
ス
ト
を
決
定
す
る
』
と
い

っ
た
方
が
よ
り
正
し
い
と
み
て
い
る
。
」
と
い
う
文
章
を
よ
り
明
確
に

}
笠
九
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ニハ
Q

理
解
す
る
為
に
、

表
誌
は
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ

l
』
誌
が
発
表
し
た
。
カ
ッ
ト
・
グ
ウ
ト
・
テ
ス
ト
u

(

♂
Eeo己
p
件
。
印
勺
)
の
抜
粋
で
あ

る
。
内
容
的
に
は
、
第
三
事
の
図
3
の
解
体
コ
ス
ト
の
予
想
値
(
テ
ス
ト
・
コ
ス
ト
又
は
レ
ッ
ド
・
コ
ス
ト
)
と
重
な
る
の
で
あ
る
が
バ

対
象
は
牛
で
は
な
く
豚
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
も
の
だ
け
に
精
般
化
さ
れ
て
い
る
。

(

間

)

五

0
年
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
社
で
は
、
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
・
テ
ス
ト
は
次
の
様
に
説
明
さ
れ
た
と
い
う
。

九
五

0
年
代
の
デ

i
タ
を
使
っ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
・
テ
ス
ト
の
計
算
は
、
先
ず
一
定
の
重
量
の
枠
内
に
あ
り
、
品
質
も
決
っ
て
い
る
食
肉
豚
の
見
本
を
、
特
定
の
方
法

で
切
っ
た
時
に
、
各
種
の
切
り
身
(
腰
肉
、
ハ
ム
、
一
眉
肉
等
〉
別
に
ど
の
位
の
重
量
の
肉
が
と
れ
る
か
を
試
験
的
に
切
っ
て
み
る
。
こ
れ

か
ら
得
ら
れ
た
数
値
は
何
カ
月
聞
か
に
渉
っ
て
繰
返
し
使
用
さ
れ
る
が
、
解
体
校
内
に
お
け
る
季
節
的
変
化
に
対
応
し
で
定
期
的
に
修
正

さ
れ
る
。
各
切
り
身
重
量
に
現
在
の
市
価
が
掛
け
合
さ
れ
、
合
計
さ
れ
て
総
価
値
・

n
総
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
(
が
算
出
さ
れ
る
。
こ
れ
か

ら
、
特
定
日
に
お
け
る
食
用
豚
購
入
コ
ス
ト
、
-
直
接
費
ハ
労
賃
、
補
助
材
料
費
、
解
体
過
程
で
消
費
す
る
蒸
気
〔
費
用
〕
等
)
、
i

配
賦
さ

れ
ー
た
間
接
費
が
マ
イ
ナ
ス
さ
れ
て
¥
ρ
純
カ
ッ
ト
・
・
ア
ウ
ト
。
つ
ま
り
損
益
が
計
算
さ
れ
る
。

p

カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
は
、
同
社
の
買
付
係
へ
の
指
令
に
お
け
る
基
礎
的
考
慮
事
項
で
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
が
一

0
0ポ
ン

ド
当
り
五

0
セ
ン
ト
の
損
失
を
示
す
と
す
る
と
、
指
令
は
、
買
付
係
が
恐
ら
く
五

C
セ
ン
ト
以
上
安
く
買
う
ま
、
7
努
力
せ
よ
と
発
せ
ら
れ

る
で
・
あ
ろ
、
フ
。
p

以
五
に
よ
っ
て
購
買
部
門
じ
お
け
る
損
失
の
意
味
は
か
な
り
理
解
出
来
た
の
で
、
他
の
部
門
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
再
び
一
九

一
九

t
二
Q
年
の

F
T
C
調

査

報

告

書

の

時

点

の

デ

!

タ

に

戻

ろ

う

。

:

第
三
章
で
は
触
汎
な
か
っ
た
が
、
食
肉
加
工
業
の
部
門
別
計
算
に
対
す
る
F
T
C
の
批
判
の
一
つ
に
、
市
価
主
義
に
対
す
る
批
判
が
あ



準基価市図4

ーホは市価基準

一→特製品部門

一→販売部門

第1次副産物部門

期 首 在 康キ 特製品部門へ振替努

解体コス ト*
出 荷 高*

ト処理コス

期 末 在 庫本
部 門 利 益

解体部門ー→

(

瑚

)

っ
た
。食
肉
加
工
業
で
は
五

O
t六
O
に
及
ぶ
業
務
部
門
が
存
在
し
(
そ
の
他
に
サ
1
ヴ
ィ
ス
部
門
が
存

在
)
、
特
定
の
業
務
部
門
は
、
解
体
牛
肉
、
皮
革
、
海
水
づ
け
豚
肉
、
缶
詰
用
肉
等
の
特
定
製
品
又

は
特
定
関
連
製
品
グ
ル
ー
プ
を
取
扱
っ
て
い
る
。
各
部
門
は
、
自
部
門
の
購
買
、
販
売
、
在
庫
、
費

用
、
他
部
門
か
ら
の
振
替
、
他
部
門
へ
の
振
替
の
全
て
を
記
録
し
て
い
る
。
問
題
は
、
部
門
間
の
振

替
(
及
び
在
庫
)
が
原
価
で
は
な
く
市
価
で
為
さ
れ
た
点
に
あ
っ
た
Q

例
え
ば
、
皮
革
、
く
ず
肉
、
ラ
ー
ド
、
ォ
l
レ
オ
油
等
か
ら
な
る
第
一
次
副
産
物
部
門
の
勘
定
を

図
解
す
る
と
図
4
の
様
に
な
る
が
、
く
ず
肉
、
ラ
l
ド
等
の
一
部
が
特
製
品
部
門
(
石
鹸
、
肥
料
、

腰
、
バ
タ
l
リ
ン
等
)
の
原
料
に
回
る
為
、
特
製
品
部
門
へ
振
替
が
為
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
原
価
で

は
な
く
市
価
で
(
従
っ
て
予
想
利
益
又
は
予
想
損
失
を
含
む
)
振
替
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
原

料
と
し
て
他
部
門
へ
送
ら
れ
る
品
目
の
中
に
は
、
血
液
、
骨
等
の
客
観
的
な
市
価
が
存
在
し
な
い
も

の
も
あ
り
、
怒
意
的
な
評
価
の
余
地
を
大
き
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ル
・
グ
ア
p
a
l

と
の
総
価
値
(
市
価
)
に
よ
る
部
門
間
の
振
替
を
、
ブ
リ
ス
は
「
『
機
会
原
価
』
〈
O
B
R件
E
M
q

。
。
丸
田
)
に
よ
る
移
転
と
し
て
知
ら
れ
る
」
と
位
置
づ
け
、

「
機
会
原
価
は
簡
単
に
は
、
製
品
が
も
し
〔
前
工
程
の
部
門
か
ら
〕
外
部
市
場
へ
販
売
さ
れ
た
な

ら
ば
、
そ
れ
〔
市
価
〕
を
獲
得
す
る
機
会
を
有
し
て
い
た
と
言
う
意
味
で
、
ど
の
製
品
も
組
織
の
一

部
門
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る
。
『
機
会
原
価
』
は
、
前
の
業
務
〔
部
門
〕

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

}
六
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六

か
ら
受
取
っ
た
製
品
部
門
へ
の
コ
ス
ト
で
あ
り
、
も
し
そ
の
形
態
で
市
場
じ
売
出
さ
れ
た
な
ら
ば
そ
の
製
品
か
ら
前
の
部
門
が
得
る
事
が

(
問
)

出
来
た
価
値
門
市
価
以
を
示
し
て
い
る
よ

と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
あ
る
部
門
の
完
了
品
(
例
え
ば
オ

i
レ
オ
油
)
は
、
そ
の
ま
ま
後
の
工
程
の
部
門
門
オ
l
レ
オ
・
マ

1
ガ
リ

ン
部
門
〕

っ
て
一
定
の
利
益
を
得
る
可
能
性
を
有
す
る
訳
で
、
こ
の
得
べ
か
り
し
利
益
を
「
機
会
原
価
」
と
し
て
認
識
し
、
意
思
決
定
に
資
ず
る
為

へ
原
料
と
し
て
送
ら
れ
得
る
と
共
に
、
そ
の
ま
ま
の
形
態
で
(
オ
i
レ
オ
油
と
し
て
)
外
部
に
売
却
し
得
る
。
即
ち
市
価
に
よ

に
、
部
門
聞
の
振
替
は
市
価
に
よ
っ
て
行
う
べ
し
と
す
る
、
食
肉
加
工
業
の
実
務
を
肯
定
す
る
説
明
で
あ
る
。

し
か
じ
、
市
価
に
よ
る
部
門
間
振
替
の
も
た
ら
す
歪
み
は
、

F
T
C
の
指
摘
に
依
る
と
次
の
様
に
現
わ
れ
て
来
る
。

「
現
行
の
部
門
別
計
算
に
よ
れ
ば
、
食
肉
加
工
業
者
は
枝
肉
部
門
で
低
い
利
益
、
又
は
実
際
上
損
失
す
ら
示
し
、
他
方
同
時
に
副
産
物

部
門
又
は
か
特
製
品
H

部
門
で
巨
額
の
利
益
を
示
す
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
主
な
理
由
一
が
振
替
の
際
に
為
さ
れ
た
〔
市
価
基
準
の
〕
評
価
に

お
け
る
、
こ
の
ど
こ
か
異
常
な
事
態
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ァ

i
マ
I
社
は
、
利
益
の
大
き
い
一
九
一

七
年
に
解
体
牛
肉
部
門
で
一
ニ
、
五

0
0、
0
0
0ド
ル
の
損
失
を
示
し
、
他
方
、
ォ
l
レ
オ
部
門
で
一
、
二
四
入
、

0
0
0ド
ル
の
利
益

を
示
し
た
。
同
年
に
解
体
業
肉
部
門
で
七
九
八
、

0
0
0ド
ル
の
損
失
を
示
し
、
他
方
羊
毛
及
び
生
皮
部
門
で
は
九
八
一
二
、

0
0
0ド
ル

~

(

凹

)

一

吋

切

の
利
益
吉
示
し
た
。
L

こ
の
様
な
事
態
と
、
法
人
企
業
局
調
査
報
告
書
で
も
指
摘
さ
れ
た
様
に
牛
肉
部
門
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
把
握
(
ま
し
て
や
解
体
牛
肉

部
門
、
副
産
物
部
門
等
の
部
門
別
の
資
本
の
把
撞
)
の
困
難
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
部
門
業
績
評
価
の
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
概

念
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
つ
。
従
っ
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
l
氏
の
命
題
@
は
部
門
業
績
評
価
に
限
定
す
る
限
り

で
は

E
し
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。



そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
命
題
③
が
成
立
し
う
る
論
拠
を
、
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
命
題
①
③
に
で
は
な
く
、
市
価
基
準
に
よ
る
振
替
を

含
む
食
肉
加
工
業
に
お
け
る
部
門
別
計
算
の
有
効
性
の
内
に
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
前
出
の
(
一
九
五

0
年
代
の
)
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
・

テ
ス
ト
で
一

0
0ポ
ン
ド
当
り
五

0
セ
ン
ト
の
損
失
と
い
う
事
は
、
例
え
ば
既
買
付
部
門
の
実
質
的
な
損
失
を
即
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
買
付
係
に
最
低
五

0
セ
ン
ト
安
く
購
入
せ
よ
と
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
様
に
、
そ
し
て

F
T
C
調
査
報
告
書
が
次
の
様
に
喝
破
し
た
と

う
り
、
部
門
別
計
算
が
内
部
効
率
を
高
め
る
上
で
有
効
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
現
行
の
部
門
別
計
算
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
〕
部
門
が
内
部
効
率
を
刺
激
す
る
よ
う
、
並
び
に
内
部
比
較
数
値
を
与
え
る
よ
う
縫

持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
委
員
会
〔
F
T
C
U
は
、
調
査
中
繰
り
返
し
、
部
門
管
理
者
が
月
次
表
示
〔
損
益
凶
に
よ
っ
て
誉
め
ら

れ
た
り
毘
さ
れ
た
り
し
て
い
る
事
例
を
見
出
し
た
@
そ
し
て
競
争
的
な
雰
囲
気
は
、
管
理
者
が
前
の
記
録
を
越
え
る
よ
う
継
続
的
に
刺
激

(
山
一
)

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

解
体
牛
肉
部
門
の
寸
損
失
三
五

O
万
ド
ル
」
は
、
同
部
門
が
損
失
で
運
賞
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
即
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
前
年

の
「
損
失
一
六
二
万
ド
ル
」
と
比
較
し
て
〔
厳
密
に
ほ
月
次
の
比
較
サ
こ
の
場
合
に
は
効
率
の
悪
化
(
前
年
と
の
比
較
で
損
失
額
が
小
さ

く
な
っ
て
い
れ
ば
効
率
の
向
上
〉
と
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
言
わ
ば
財
務
会
計
面
の
正
確
性
を
犠
牲
に
し
て
、
管
理
会
計
画
の
質
を
追

求
し
た
計
算
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
部
門
別
計
算
の
有
効
性
が
、
取
扱
製
品
の
多
様
性
、
腐
敗
し
易
い
と
い
う
特
性
、
取

扱
数
量
の
巨
大
さ
等
と
関
連
し
て
、
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
を
算
定
す
る
方
向
へ
、
食
肉
加
工
業
者
を
向
わ
せ
な
か

っ
た
理
由
を
構
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
宅

一
九
二

0
年
代
に
な
る
と
、
部
門
業
績
評
価
塞
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
の
存
在
を
暗
示
す
る
様
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
ブ
リ
ス
は
、

ア
メ
リ
カ
食
肉
加
工
業
と
自
己
資
本
利
益
率

一
六
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二
ハ
四

「
追
加
的
な
製
造
業
務
が
、
追
加
的
原
価
を
生
じ
、
そ
の
費
用
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
使
用
資
本
に
対
す
る
利
益
企

E
E
E

(

山

〉

OD
忌
O
U
4
0
2
B
S
士
H8a)
を
与
え
る
に
充
分
な
価
格
を
生
む
と
期
待
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
〉

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
所
か
、
り
す
れ
ば
、
利
益
と
資
本
と
の
関
係
を
一
般
的
に
指
摘
し
た
に
す
ぎ
ず
、
部
門
業
績
評
価
基

準
と
し
て
精
織
化
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
息
わ
れ
る
。

第
四
節

デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
と
の
異
同

デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
の
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
を
基
準
と
す
る
限
り
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
と
食
肉
加
工
業
モ
デ
ル
《
以
下
ア

l

マ
i
・
モ
デ
ル
と
略
示
)
と
の
相
異
を
見
出
せ
無
い
事
は
既
述
し
た
。
結
論
的
に
は
一
九
一
四
年
の
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
公
式

に
、
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
「
統
合
」
を
見
出
す
チ
ャ
ン
ド
ラ
l
氏
の
認
識
の
仕
方
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
我
々
は
考
え
る

(
序
で
限
定
し
た
様
に
、
氏
の
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
の
問
題
点
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
〉
。

ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
公
式
以
降
の
デ
ュ
ポ
ン
社
の
資
本
利
益
率
計
算
と
、

一
九

0
0年
代
・
一

0
年
代
の
ア

l
マ
1
・
モ
デ
ル

と
の
相
違
は
、
端
的
に
は
前
者
に
お
け
る
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
の
存
在
と
、
後
者
に
お
け
る
そ
の
不
存
在
と

ι、

よ
り
厳
密
に
は
(
ピ
エ

l
ル・

s
・
デ
ュ
ポ
ン
に
よ
る
原
価
主
義
の
貫
徹
を
前
提
条
件
と
し
て
)
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資

本
利
益
率
と
、
部
門
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
と
が
(
ド
ナ
ル
ド
ツ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
公
式
に
よ
っ
て
)
有
機
的
に
結
合
す
る

に
至
っ
た
前
者
と
、
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
と
部
門
業
績
評
価
基
準
T

と
し
て
の
部
門
損
益
と
が
(
市
価
基
準
の

貫
徹
日
原
価
主
義
の
不
貫
徹
に
よ
り
)
切
り
離
さ
れ
有
機
的
に
結
合
し
得
な
か
っ
た
後
者
と
の
相
違
と
し
て
把
握
す
る
事
が
可
能
と
思
わ

れ
る
。食
肉
加
工
業
に
お
け
る
全
社
的
な
業
績
評
価
基
準
と
し
て
の
資
本
利
益
率
の
存
在
と
い
う
事
実
は
、

円
経
営
者
の
時
代
』
の
第
二
一
章



と
第
二
ニ
章
の
関
連
、
日
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
位
置
づ
け
の
問
題
、
し
い
て
は
所
有
者
企
業
に
ミ
ド
ル

.
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
立
を
、
経
営
者
企
業
に
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
立
を
見
る
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
氏
の
基
本
視
角
そ
の
も
の
に
重

大
な
疑
義
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
会
計
の
三
つ
の
基
本
タ
イ
プ
の
「
統
合
」
を
尺
度
に
ト
ッ
プ
・
マ
、
不
ジ
'
メ

ン
ト
の
成
立
を
把
握
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ュ
ポ
ン
・
モ
デ
ル
以
前
に
、
ア

l
マ
l
・
モ
デ
ル
で
把
握
さ
れ
る
事
に
な
る
し
、
他
方
で
、

(

出

)

「
現
在
の
財
の
生
産
と
流
通
を
調
整
し
監
視
す
る
事
と
将
来
の
生
産
と
流
通
の
為
に
資
源
を
配
分
す
る
事
」
と
い
う
尺
度
で
見
る
の
で
あ

れ
ば
、
集
権
的
職
能
別
部
門
組
織
段
階
で
の
デ
ュ
ポ
ン
社
で
は
な
く
、
後
の
事
業
部
制
組
織
段
階
の
デ
ュ
ボ
ン
社
な
り
G
M
社
な
り
で
成

立
を
把
握
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、

「
集
権
的
職
能
部
門
組
織
で
は
、
長
期
的
な
資
源
配
分
に
責
任
の
あ
る
ト
ッ
プ
の
管
理
者
が
、

た
。
こ
の
事
は
、
経
営
委
員
会
で
職
能
別
の
副
社
長
が
全
社
的
な
事
柄
に
責
任
を
持
ち
、

(

山

)

つ
デ
ュ
ポ
ン
社
に
お
い
て
も
妥
当
し
た
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

日
常
的
な
運
営
に
専
念
し
続
け
て
い

そ
の
配
下
の
監
督
者
が
職
能
部
門
に
責
任
を
持

と
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
基
準
を
用
い
る
せ
よ
、
集
権
的
職
能
別
部
門
組
織
段
階
の
デ
ュ
ポ
ン
社
に
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
立
を
論
証
す
る

事
は
出
来
無
い
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

又
、
第
三
一
章
で
取
扱
っ
た
事
例
(
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
社
、

ア

l
マ
l
社、

シ
ン
ガ
ー
社
、

及
び
マ
コ

l
ミ
ッ
ク
社
)
に
つ
い

て、
「
そ
れ
〔
企
業
を
通
ず
る
原
料
の
流
れ
の
調
整
〕
は
、
ほ
と
ん
ど
が
職
能
部
門
の
責
任
者
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
聞
の
個
人
的
な
協
力

(

山

一

)

'

関
係
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
」
(
傍
点
は
引
用
者
)
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(

出

)

H

割払弘・・日
u-B∞
・
鳥
羽
・
小
林
訳
、
前
掲
書
、
七

O
八
頁
参
照
@

〔
付
記
〕
図
ら
ず
も
一
九
八
五
年
四
月
よ
り
経
営
学
科
長
の
任
に
当
る
事
と
な
り
、
馴
れ
な
い
仕
事
に
当
惑
し
て
い
る
際
に
、
陰
に
陽
に
暖
く
支
え
て

頂
い
た
方
の
一
人
が
宮
川
宗
弘
先
生
で
す
。
齢
を
完
う
す
る
事
な
く
去
ら
れ
た
宮
川
先
生
に
、
哀
悼
の
意
と
、
こ
れ
ま
で
の
御
厚
誼
へ
の
感
謝
の
意

を
表
し
て
、
こ
の
拙
い
論
文
を
捧
げ
ま
す
。
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